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初めての試みとなる議員が答弁する形のこども議会（新井中生徒が提案）

初めての試みとなる新井高校生徒への出前講座
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審
議
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

こ
こ
が
聞
き
た
い
！一
般
質
問

常
任
委
員
会
で
議
案
を
じ
っ
く
り
審
査

常
任
委
員
会
に
お
け
る
先
進
地
調
査

○
新
井
ふ
れ
あ
い
会
館
改
修
事
業

　
　
　
　
　

実
施
設
計
に
お
け
る

改
修
工
事
の
内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

外
壁
の
ク
ラ
ッ

ク
、
タ
イ
ル
の
補
修
、
空
調
設
備
、

ト
イ
レ
の
洋
式
化
の
ほ
か
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
入
替
え
、
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
会
議
室
等
の
照
明
器
具
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
館
内
非
常
用
放
送
設

備
の
入
替
え
等
を
予
定
し
て
い
る
。

○
市
役
所
「
ゼ
ロ
×
ス
マ
ー
ト
」

推
進
事
業

　
　
　
　
　

市
役
所（
公
共
施
設
）

に
お
け
る
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
率
と

今
後
の
設
置
予
定
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　

予
定
し
て
い
た
商
品

が
廃
盤
と
な
り
、
代
わ
り
の
商
品

の
単
価
が
倍
ぐ
ら
い
に
上
が
っ
た

た
め
、
当
初
庁
内
で
一
千
本
予
定

し
て
い
た
が
、
半
分
と
な
っ
た
。

今
後
の
設
置
は
、
春
先
の
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
の
影
響
で
、
新
し
い
商
品

の
調
達
が
で
き
な
い
実
情
が
あ
り
、

発
注
で
き
る
環
境
に
は
な
い
状
況

で
あ
る
。
庁
舎
は
、
蛍
光
管
の
み

の
交
換
で
済
む
が
、
古
い
施
設
は
、

灯
具
そ
の
も
の
を
交
換
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。
大
規

模
改
修
が
あ
る
施
設
は
、
そ
の
都

度
対
応
し
、
園
、
学
校
関
係
は
年

次
的
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
い
き
、

Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
、
地
球
温
暖
化
対

策
を
し
て
い
き
た
い
。

○
企
画
費

　
　
　
　
　

補
助
金
（
え
ち
ご
ト

キ
め
き
鉄
道
）
に
つ
い
て
、
長
期

的
な
視
点
か
ら
鉄
路
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今

後
の
見
通
し
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

今
抱
え
て
い
る

問
題
は
、
沿
線
の
過
疎
化
が
進
み
、

乗
客
が
少
な
い
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

も
減
っ
て
い
る
状
況
で
、
な
か
な

か
利
益
を
生
み
に
く
い
と
い
っ
た

経
営
的
な
視
点
と
、
採
算
が
合
う

合
わ
な
い
で
は
な
く
、
市
民
生
活

の
足
と
し
て
、
必
要
な
公
共
交
通

を
守
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
公
的

支
援
の
在
り
方
は
、
昨
年
、
再
生

協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
県
・
沿
線

３
市
と
え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道
で

協
議
し
て
い
る
。

○
総
合
計
画
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
事
業

　
　
　
　
　

普
及
啓
発
媒
体
制
作

等
委
託
の
内
容
と
成
果
に
つ
い
て
、

今
後
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
市

民
に
啓
発
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
「
み
ょ
う
こ
う

未
来
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」
の
全
世
帯
へ
の

配
布
の
ほ
か
、
小
・
中
学
校
に
は

学
級
数
分
を
配
布
し
た
。
ま
た
、

防
災
行
政
無
線
を
通
じ
て
、
月
３

回
、
17
の
目
標
ご
と
に
、
す
ぐ
に

実
践
で
き
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組

み
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。
町
内
会
等

で
は
出
前
講
座
を
開
催
し
、
こ
れ

ま
で
約
5
0
0
名
が
参
加
し
て
い

る
。
今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
て

い
き
、
普
及
促
進
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

○
地
域
づ
く
り
応
援
事
業

　
　
　
　
　

地
域
に
寄
り
添
い
な

が
ら
地
域
活
動
の
支
援
に
取
り
組

ん
だ
と
し
て
い
る
内
容
の
実
態
は

ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

当
初
、
地
区
担

当
職
員
は
、
地
域
と
の
信
頼
関
係

を
築
く
た
め
に
各
地
域
の
巡
回
、

事
務
局
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
地
域

に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
困

り
事
や
心
配
事
で
ス
タ
ー
ト
し
て

お
り
、
今
後
は
、「
災
害
に
備
え
、

命
を
守
る
助
け
合
い
の
体
制
づ
く

り
」、「
福
祉
や
生
活
相
談
な
ど
、

身
近
な
地
域
で
身
近
に
い
な
が
ら

受
け
ら
れ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
」、

「
南
部
地

区
区
長
協

議
会
の
役

割
と
し
て
、

住
民
同
士

で
話
し
合

う
機
会
を

持
つ
」
こ

と
を
考
え

て
い
る
。

○
高
齢
者
冬
期
生
活
支
援
事
業

　
　
　
　
　

落
下
式
屋
根
か
ら
の

落
雪
除
雪
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

社
会
福
祉
協
議

会
の
職
員
が
、
現
地
を
確
認
し
、

除
雪
が
必
要
か
判
断
し
て
い
る
。

積
も
っ
た
雪
と
屋
根
雪
が
つ
な
が

る
場
合
な
ど
現
地
を
確
認
し
た
上

で
、
実
施
の
可
否
を
決
め
て
い
る
。

○
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

事
業

　
　
　
　
　

令
和
３
年
度
の
燃
え

る
ご
み
の
１
人
１
日
当
た
り
排
出

量
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

4
7
9
・
1
グ

ラ
ム
で
、
令
和
元
年
度
と
比
較
す

る
と
若
干
増
え
て
い
る
。

○
観
光
地
域
づ
く
り
団
体
支
援
事

業
　
　
　
　
　

地
域
の
経
済
循
環
を

高
め
る
べ
く
域
内
調
達
率
や
域
内

調
達
額
の
把
握
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

域
内
調
達
率
、

調
達
額
の
把
握
は
し
て
い
な
い
。

平
成
23
年
に
国
で
調
査
し
た
域
内

調
達
率
は
、
全
国
平
均
で
市
内
は

約
19
％
、
県
内
ま
で
広
げ
る
と
約

56
％
で
あ
る
。

○
除
雪
対
策
事
業

　
　
　
　
　

道
路
除
雪
の
要
望
を

受
け
た
と
き
の
対
応
や
取
り
組
み

は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　

例
年
シ
ー
ズ
ン
前
に

各
地
区
か
ら
除
雪
支
部
長
を
選
出
し
、

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
昨
年
、

一
昨
年
は
、
事
前
の
現
場
確
認
等
は

行
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
説
明
会
は

行
っ
て
い
な
い
。
今
年
度
の
説
明
会

は
今
後
検
討
し
て
い
く
。

○
消
防
費
関
係

　
　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
問
題
も
あ
る
が
、
台
風
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
て
の
避
難
所
対
応
実
態

は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　

自
主
防
災
組
織
、
防

災
士
、
施
設
管
理
者
と
市
の
避
難

所
開
設
担
当
職
員
に
よ
り
、
避
難

所
運
営
の
た
め
の
集
合
型
の
訓
練

を
行
い
、
令
和
３
年
度
は
新
井
地

区
で
、
令
和
４
年
度
は
、
妙
高
高

原
地
域
と
妙
高
地
域
で
実
施
を
し

た
。

○
教
育
振
興
事
業

　
　
　
　
　

部
活
動
の
外
部
指
導

員
に
つ
い
て
、
連
携
構
築
は
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

顧
問
と
外
部

指
導
員
の
関
係
は
、
双
方
で
指
導

の
仕
方
や
方
針
が
異
な
る
と
、
子

ど
も
た
ち
が
戸
惑
う
の
で
、
十
分

に
す
り
合
わ
せ
を
行
い
、
生
徒
へ

の
指
導
が
異
な
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
対
応
し
て
い
る
。
中
学
校
の

部
活
動
は
、
種
目
が
多
く
、
顧
問

の
専
門
分
野
と
合
わ
な
い
種
目
も

あ
る
た
め
、
技
術
的
・
専
門
的
な

指
導
は
、
外
部
指
導
員
の
力
を
借

り
な
い
と
難
し
い
。
毎
年
必
要
な

種
目
に
つ
い
て
確
認
し
、
配
置
し

て
い
る
。
技
術
的
な
指
導
は
外
部

指
導
員
が
中
心
と
な
り
、
そ
れ
以

外
の
生
徒
指
導
や
大
会
の
監
督
業

務
は
顧
問
の
先
生
が
担
う
と
い
っ

た
役
割
分
担
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。

○
新
図
書
館
等
複
合
施
設
整
備
事

業
　
　
　
　
　

基
本
・
実
施
設
計
委

託
で
、
現
状
の
物
価
の
状
況
を
ど

の
よ
う
に
見
込
ん
で
い
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　

基
本
設
計
で
工

事
費
を
算
定
し
た
令
和
３
年
12
月

か
ら
令
和
４
年
６
月
ま
で
で
、
建

築
物
価
は
4
・
6
％
上
昇
し
て
い

る
。
物
価
変
動
の
動
向
は
、
予
測

が
難
し
い
が
、
現
時
点
で
は
、
令

和
４
年
６
月
か
ら
来
年
10
月
の
間

で
お
よ
そ
７
％
か
ら
最
大
18
％
ぐ

ら
い
ま
で
物
価
が
上
昇
す
る
可
能

性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
設
計

業
者
で
は
試
算
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
建
設
工
事
費
に
直
結
し
た
変

動
率
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　

図
書
館
建
設
費
に
、

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
解
体
費
用
は
含

ま
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
解
体
費

用
は
い
く
ら
か
。

　
　
　
　
　
　
　

解
体
工
事
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。
概
算
で
２
憶
数

千
万
円
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

○
ス
キ
ー
の
ま
ち
妙
高
推
進
事
業

　
　
　
　
　

コ
ー
チ
に
も
支
援
を

す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
　
　

学
習
面
、
生
徒
指
導
的

な
部
分
、
技
術
向
上
の
３
つ
を
高

め
て
い
く
た
め
の
指
導
者
と
な
る

と
、
技
術
力
だ
け
で
は
な
く
、
総

合
的
な
人
間
力
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
。
そ
う
い
う
人
た
ち
を
育
て

て
い
く
と
い
う
こ
と
も
重
要
な
問

題
だ
と
思
う
の
で
、
十
分
検
討
し

て
い
き
た
い
。

○
財
産
収
入
等

　
　
　
　
　

妙
高
開
発
特
定
目
的

会
社
と
リ
ゾ
ー
ト
開
発
関
係
や
市

の
今
後
の
関
わ
り
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

市
の
土
地
を
購

入
し
た
特
定
目
的
会
社
が
、
事
業

を
計
画
し
、
市
は
許
認
可
関
係
の

調
整
が
出
て
く
る
。

常任委員会先進地調査を実施しました常任委員会先進地調査を実施しました
総務委員会〈１１月８日～１０日〉 ※上段：調査テーマ、下段：委員長所感

ＳＤＧｓ未来都市計画について（愛知県小牧市）
　「こどもたちの夢への挑戦を応援し、未来につながるまち」のテーマ浸透を図るため、こどもを中心と
した市民向けの講座開設などに企業や民間の発想を取り入れるなど、明確
なコンセプトのもと、市民や企業の参画が得やすい計画である。
　民間活力を活かした理念の浸透には、当市においても市内ＮＰＯ法人の
活用や、多世代交流を目指す複合施設におけるイベント活動などの中に、
こどもを中心とした市街地活性化に取り組む必要がある。

厚生文教委員会〈１１月９日～１１日〉
医療的ケア児について（愛知県名古屋市）
　社会福祉法人ふれ愛名古屋は、献身的な若い男女のスタッフとその愛情を一心に受けるケア児の姿が印
象的であった。しかし、資格を持つ専門スタッフの確保が難しく、対
策が必要と感じる。制度改正により加算が増え、経営財政面は改善し
てきている。名古屋市は施設も多く、ケア児それぞれの対応が比較的
充実しているのに比べ、人口が少ない地方都市の課題は、人材、施設、
情報、財源と多岐に渡る。
　誰一人取り残さないＳＤＧｓを掲げる当市は、高齢者の介護施設と
同様に、医療的ケア児においても対策が求められることから、児童発
達支援管理責任者の任用や、全国重症児者デイサービス・ネットワー
クに支援を求めるなど、子どもたちと子育てする親のサポートを充実
させていくべきと考える。

小水力発電について（岐阜県郡上市）
　年間を通じて稼働できる農業用水路の活用が適当と思われるが、施設整備の初期費用の負担割合が、稼
働後の運営等に影響してくることから、地域と行政の官民一体の取り組みと
売電収益が地域活性化に繋がる配慮が必要であり、立地条件が限定された場
所でないと安定的な経営には向いていない。
　当市で取り組む場合は、事業推進のリーダーの人材確保や小水力・ミニ水
力など発電所の施設規模の検討、地元住民の出資をはじめ、国・県からの交
付金・補助金の活用など、イニシャルコストの低減を図る必要がある。

シェアオフィス甲州、お試しサテライトオフィスについて（山梨県甲州市）
　コンビニエンスストアとの合築によるメリット（カードキーで対応の24時間利用可能なコワーキングス
ペース）は感じられたが、東京圏まで１時間30分の範囲にあり、サ
テライトオフィスの利用実績は僅かなことから、創業支援や事業継
承者支援などの企画イベントに工夫がみられる。
　働き方が多様化していることから、当市のMYOKO BASE CAMP
も、利用者の要望等を聞き、より利用しやすい施設として24時間利
用可能な施設運営などの検討が必要である。
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出
前
講
座
を
開
催・議
員
の
定
数
と
報
酬
に
つ
い
て

こ
こ
が
聞
き
た
い
！一
般
質
問

常
任
委
員
会
で
議
案
を
じ
っ
く
り
審
査

常
任
委
員
会
に
お
け
る
先
進
地
調
査

○
新
井
ふ
れ
あ
い
会
館
改
修
事
業

　
　
　
　
　

実
施
設
計
に
お
け
る

改
修
工
事
の
内
容
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

外
壁
の
ク
ラ
ッ

ク
、
タ
イ
ル
の
補
修
、
空
調
設
備
、

ト
イ
レ
の
洋
式
化
の
ほ
か
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
入
替
え
、
ふ
れ
あ
い

ホ
ー
ル
会
議
室
等
の
照
明
器
具
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
館
内
非
常
用
放
送
設

備
の
入
替
え
等
を
予
定
し
て
い
る
。

○
市
役
所
「
ゼ
ロ
×
ス
マ
ー
ト
」

推
進
事
業

　
　
　
　
　

市
役
所（
公
共
施
設
）

に
お
け
る
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
率
と

今
後
の
設
置
予
定
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　

予
定
し
て
い
た
商
品

が
廃
盤
と
な
り
、
代
わ
り
の
商
品

の
単
価
が
倍
ぐ
ら
い
に
上
が
っ
た

た
め
、
当
初
庁
内
で
一
千
本
予
定

し
て
い
た
が
、
半
分
と
な
っ
た
。

今
後
の
設
置
は
、
春
先
の
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
の
影
響
で
、
新
し
い
商
品

の
調
達
が
で
き
な
い
実
情
が
あ
り
、

発
注
で
き
る
環
境
に
は
な
い
状
況

で
あ
る
。
庁
舎
は
、
蛍
光
管
の
み

の
交
換
で
済
む
が
、
古
い
施
設
は
、

灯
具
そ
の
も
の
を
交
換
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。
大
規

模
改
修
が
あ
る
施
設
は
、
そ
の
都

度
対
応
し
、
園
、
学
校
関
係
は
年

次
的
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
て
い
き
、

Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
、
地
球
温
暖
化
対

策
を
し
て
い
き
た
い
。

○
企
画
費

　
　
　
　
　

補
助
金
（
え
ち
ご
ト

キ
め
き
鉄
道
）
に
つ
い
て
、
長
期

的
な
視
点
か
ら
鉄
路
を
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
今

後
の
見
通
し
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

今
抱
え
て
い
る

問
題
は
、
沿
線
の
過
疎
化
が
進
み
、

乗
客
が
少
な
い
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

も
減
っ
て
い
る
状
況
で
、
な
か
な

か
利
益
を
生
み
に
く
い
と
い
っ
た

経
営
的
な
視
点
と
、
採
算
が
合
う

合
わ
な
い
で
は
な
く
、
市
民
生
活

の
足
と
し
て
、
必
要
な
公
共
交
通

を
守
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
公
的

支
援
の
在
り
方
は
、
昨
年
、
再
生

協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
県
・
沿
線

３
市
と
え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道
で

協
議
し
て
い
る
。

○
総
合
計
画
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
事
業

　
　
　
　
　

普
及
啓
発
媒
体
制
作

等
委
託
の
内
容
と
成
果
に
つ
い
て
、

今
後
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
市

民
に
啓
発
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
「
み
ょ
う
こ
う

未
来
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」
の
全
世
帯
へ
の

配
布
の
ほ
か
、
小
・
中
学
校
に
は

学
級
数
分
を
配
布
し
た
。
ま
た
、

防
災
行
政
無
線
を
通
じ
て
、
月
３

回
、
17
の
目
標
ご
と
に
、
す
ぐ
に

実
践
で
き
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組

み
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。
町
内
会
等

で
は
出
前
講
座
を
開
催
し
、
こ
れ

ま
で
約
5
0
0
名
が
参
加
し
て
い

る
。
今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
て

い
き
、
普
及
促
進
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。

○
地
域
づ
く
り
応
援
事
業

　
　
　
　
　

地
域
に
寄
り
添
い
な

が
ら
地
域
活
動
の
支
援
に
取
り
組

ん
だ
と
し
て
い
る
内
容
の
実
態
は

ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

当
初
、
地
区
担

当
職
員
は
、
地
域
と
の
信
頼
関
係

を
築
く
た
め
に
各
地
域
の
巡
回
、

事
務
局
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
地
域

に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
困

り
事
や
心
配
事
で
ス
タ
ー
ト
し
て

お
り
、
今
後
は
、「
災
害
に
備
え
、

命
を
守
る
助
け
合
い
の
体
制
づ
く

り
」、「
福
祉
や
生
活
相
談
な
ど
、

身
近
な
地
域
で
身
近
に
い
な
が
ら

受
け
ら
れ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
」、

「
南
部
地

区
区
長
協

議
会
の
役

割
と
し
て
、

住
民
同
士

で
話
し
合

う
機
会
を

持
つ
」
こ

と
を
考
え

て
い
る
。

○
高
齢
者
冬
期
生
活
支
援
事
業

　
　
　
　
　

落
下
式
屋
根
か
ら
の

落
雪
除
雪
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

社
会
福
祉
協
議

会
の
職
員
が
、
現
地
を
確
認
し
、

除
雪
が
必
要
か
判
断
し
て
い
る
。

積
も
っ
た
雪
と
屋
根
雪
が
つ
な
が

る
場
合
な
ど
現
地
を
確
認
し
た
上

で
、
実
施
の
可
否
を
決
め
て
い
る
。

○
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

事
業

　
　
　
　
　

令
和
３
年
度
の
燃
え

る
ご
み
の
１
人
１
日
当
た
り
排
出

量
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

4
7
9
・
1
グ

ラ
ム
で
、
令
和
元
年
度
と
比
較
す

る
と
若
干
増
え
て
い
る
。

○
観
光
地
域
づ
く
り
団
体
支
援
事

業
　
　
　
　
　

地
域
の
経
済
循
環
を

高
め
る
べ
く
域
内
調
達
率
や
域
内

調
達
額
の
把
握
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

域
内
調
達
率
、

調
達
額
の
把
握
は
し
て
い
な
い
。

平
成
23
年
に
国
で
調
査
し
た
域
内

調
達
率
は
、
全
国
平
均
で
市
内
は

約
19
％
、
県
内
ま
で
広
げ
る
と
約

56
％
で
あ
る
。

○
除
雪
対
策
事
業

　
　
　
　
　

道
路
除
雪
の
要
望
を

受
け
た
と
き
の
対
応
や
取
り
組
み

は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　

例
年
シ
ー
ズ
ン
前
に

各
地
区
か
ら
除
雪
支
部
長
を
選
出
し
、

協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
昨
年
、

一
昨
年
は
、
事
前
の
現
場
確
認
等
は

行
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
説
明
会
は

行
っ
て
い
な
い
。
今
年
度
の
説
明
会

は
今
後
検
討
し
て
い
く
。

○
消
防
費
関
係

　
　
　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
問
題
も
あ
る
が
、
台
風
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
て
の
避
難
所
対
応
実
態

は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　

自
主
防
災
組
織
、
防

災
士
、
施
設
管
理
者
と
市
の
避
難

所
開
設
担
当
職
員
に
よ
り
、
避
難

所
運
営
の
た
め
の
集
合
型
の
訓
練

を
行
い
、
令
和
３
年
度
は
新
井
地

区
で
、
令
和
４
年
度
は
、
妙
高
高

原
地
域
と
妙
高
地
域
で
実
施
を
し

た
。

○
教
育
振
興
事
業

　
　
　
　
　

部
活
動
の
外
部
指
導

員
に
つ
い
て
、
連
携
構
築
は
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

顧
問
と
外
部

指
導
員
の
関
係
は
、
双
方
で
指
導

の
仕
方
や
方
針
が
異
な
る
と
、
子

ど
も
た
ち
が
戸
惑
う
の
で
、
十
分

に
す
り
合
わ
せ
を
行
い
、
生
徒
へ

の
指
導
が
異
な
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
対
応
し
て
い
る
。
中
学
校
の

部
活
動
は
、
種
目
が
多
く
、
顧
問

の
専
門
分
野
と
合
わ
な
い
種
目
も

あ
る
た
め
、
技
術
的
・
専
門
的
な

指
導
は
、
外
部
指
導
員
の
力
を
借

り
な
い
と
難
し
い
。
毎
年
必
要
な

種
目
に
つ
い
て
確
認
し
、
配
置
し

て
い
る
。
技
術
的
な
指
導
は
外
部

指
導
員
が
中
心
と
な
り
、
そ
れ
以

外
の
生
徒
指
導
や
大
会
の
監
督
業

務
は
顧
問
の
先
生
が
担
う
と
い
っ

た
役
割
分
担
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
。

○
新
図
書
館
等
複
合
施
設
整
備
事

業
　
　
　
　
　

基
本
・
実
施
設
計
委

託
で
、
現
状
の
物
価
の
状
況
を
ど

の
よ
う
に
見
込
ん
で
い
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　

基
本
設
計
で
工

事
費
を
算
定
し
た
令
和
３
年
12
月

か
ら
令
和
４
年
６
月
ま
で
で
、
建

築
物
価
は
4
・
6
％
上
昇
し
て
い

る
。
物
価
変
動
の
動
向
は
、
予
測

が
難
し
い
が
、
現
時
点
で
は
、
令

和
４
年
６
月
か
ら
来
年
10
月
の
間

で
お
よ
そ
７
％
か
ら
最
大
18
％
ぐ

ら
い
ま
で
物
価
が
上
昇
す
る
可
能

性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
設
計

業
者
で
は
試
算
し
て
い
る
。
た
だ

し
、
建
設
工
事
費
に
直
結
し
た
変

動
率
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　

図
書
館
建
設
費
に
、

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
解
体
費
用
は
含

ま
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
解
体
費

用
は
い
く
ら
か
。

　
　
　
　
　
　
　

解
体
工
事
は
含

ま
れ
て
い
な
い
。
概
算
で
２
憶
数

千
万
円
程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

○
ス
キ
ー
の
ま
ち
妙
高
推
進
事
業

　
　
　
　
　

コ
ー
チ
に
も
支
援
を

す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　
　
　
　

学
習
面
、
生
徒
指
導
的

な
部
分
、
技
術
向
上
の
３
つ
を
高

め
て
い
く
た
め
の
指
導
者
と
な
る

と
、
技
術
力
だ
け
で
は
な
く
、
総

合
的
な
人
間
力
が
必
要
に
な
っ
て

く
る
。
そ
う
い
う
人
た
ち
を
育
て

て
い
く
と
い
う
こ
と
も
重
要
な
問

題
だ
と
思
う
の
で
、
十
分
検
討
し

て
い
き
た
い
。

○
財
産
収
入
等

　
　
　
　
　

妙
高
開
発
特
定
目
的

会
社
と
リ
ゾ
ー
ト
開
発
関
係
や
市

の
今
後
の
関
わ
り
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

市
の
土
地
を
購

入
し
た
特
定
目
的
会
社
が
、
事
業

を
計
画
し
、
市
は
許
認
可
関
係
の

調
整
が
出
て
く
る
。

イエナプラン教育について（愛知県名古屋市）
　名古屋型イエナプランは、子どもが主体的に授業内容を組み立てる「山吹セレクトタイム」 と、異学年
（１～３年生と４～６年生）で意見を交わし、より良い解決策を探っ
ていく「ふれあい活動」の相互で成り立っている。ふれあい活動は、
テーマを設定し、調べたりまとめたりする活動を通して、自分たちに
できることを考えるもので、地域や企業が関わり協力している。課題
は、事前準備に時間がかかり教職員に負担がかかる点や、指導法の大
きな転換に教師の意識がついていかない点などがあり、教育委員会が
協力して対応している。
　当市とは規模や環境に差はあるものの、イエナプラン教育の「いいとこどり」を実践し、公立の大規模
校において成果を出している点や、専門家によるサポート体制は大いに参考にすべきと考える。

文化芸術基本条例について（愛知県知立市）
　知立市の文化芸術基本条例制定は、第６次知立市総合計画の「芸術や文化を大切にするまちづくり」に基づ
いた条例提案に対して市議会による付帯決議により、観光、まちづくり、福祉、教育、多文化共生等の連携を図
るよう、また、計画的に推進するよう改善されたことは一見に値する。人口７万２千人のうち５千人を占める
外国人市民による文化芸術を通じた多文化共生、また、ユネスコ無形文化遺産「山・鉾・屋台行事」の後継者不
足の解消に学校や地域の連携、さらには文化会館「パティオ池鯉鮒」が行政組織や民間団体と連携した芸術文
化活動の中心拠点となり、文化芸術の計画的な推進が図られている。
　当市においても歴史文化遺産の保全・活用のミッション達成や、図書館等複合施設の整備によって新井駅
前周辺に活気を取り戻す契機とするためにも、文化芸術基本条例の早期の制定が望まれる。

産業経済委員会〈１０月１８日～２０日〉
企業誘致戦略について（佐賀県鳥栖市）
　交通のアクセスが良いこと、県と市との連携が密であり、昭和29年市制施行と同時に工場誘致条例を制
定し、企業誘致施策を積極的に展開してきている。九州有数の内陸工業都
市として進出協定締結企業数、製造品出荷額は県内第１位で、インフラ整
備に合わせて６つの工業団地を分譲し、そのほとんどが完売している状態
とのことだが、企業用団地整備には、農地法や農振法の規制をどのように
解決していくかが課題とのことである。当市においてはネックとなる冬場
の環境を活用した企業誘致が必要だと考える。

久留米まち旅博覧会について（福岡県久留米市）
　観光に対するキラーコンテンツが無いため、久留米に暮らす市民が、普段から慣れ親しんだ地
元の歴史、文化、自然など地域の資源を発見し、磨き上げ、自らが訪れる人をもてなす体験交流観
光プログラムを実行し、平成20年度の事業開始から年々プログラム数を増やしてきている。
　今後の課題は、市外の参加者を増やし企画のマンネリ化を防止すること、自主財源の確保が必
要とのことだが、当市でも、地域の歴史・文化を多くの市民に学んでいただく場所づくりが必要と考える。

近隣自治体と広域的に連携した「筑後七国」の取り組みについて（福岡県筑後市）
　九州新幹線の開業を契機に商工観光の広域連携を図り、産業経済の活性化を推進するために商工観光推進
協議会を設立し、後に福岡ソフトバンクホークスファーム本拠地の誘致に成功し、筑後七国として新たな分
野での広域連携が行われてきたとのことである。当市においても、県を超えた広域連携があり、観光のみでは
なく様々な諸課題を解決していく上では、定期的な情報交換や交流が必要だと考える。
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審
議
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

こ
こ
が
聞
き
た
い
！一
般
質
問

常
任
委
員
会
で
議
案
を
じ
っ
く
り
審
査

常
任
委
員
会
に
お
け
る
先
進
地
調
査

【
総
務
委
員
会
】

　
　

　
　

ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

し
た
あ
と
の
デ
ー
タ
の
流
れ
は
ど

の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
を
通
じ
て
提
出
さ
れ
た
内
容

を
確
認
し
て
不
備
が
な
け
れ
ば
受

理
さ
れ
る
。

　
　

市
民
へ
の
利
用
の
拡
大
に
向

け
、
Ｐ
Ｒ
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　

令
和
５
年
１
月
号
の

市
報
で
伝
え
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
す
る
。
ま
た
、
25
種
類

の
手
続
き
に
関
連
す
る
か
た
に
対

し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
通
知
す
る

予
定
で
考
え
て
い
る
。

 　
　

公
開
請
求
に
対
す
る
決
定

期
限
を
14
日
か
ら
30
日
に
延
ば
す

理
由
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で
市
の
個
人

情
報
の
開
示
請
求
、
情
報
公
開
請

求
は
、
14
日
以
内
で
運
用
し
て
い

た
が
、
個
人
情
報
保
護
法
の
改
正

に
伴
い
、
審
査
会
に
協
議
し
た
と

こ
ろ
、
大
量
に
開
示
請
求
や
、
事

前
審
査
に
時
間
が
か
か
る
も
の
が

あ
っ
た
と
き
に
、
性
急
に
や
る
べ

き
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
、
法
律

に
定
め
る
30
日
に
し
て
い
く
こ
と

が
適
切
と
の
意
見
が
あ
り
、
30
日

に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
　

公
文
書
は
公
開
が
原
則
と
い

う
の
が
前
提
で
あ
る
。
公
開
で
き

る
も
の
は
速
や
か
に
公
開
す
る
よ

う
に
運
用
を
工
夫
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で
の
運
用
で

は
14
日
以
内
で
で
き
な
か
っ
た
案

件
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後

の
運
用
も
基
本
は
14
日
以
内
で
で

き
る
よ
う
に
、
研
修
会
等
を
進
め

た
い
。

　
　

滞
在
者
の
協
力
に
つ
い
て
、

周
知
方
法
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
や
チ
ラ
シ
な
ど
で
、
訴
え
て
い

き
た
い
。

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
及
び
事
業
者

の
役
割
を
広
く
定
着
さ
せ
て
い
く

に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
わ

り
が
大
事
で
あ
る
。
市
の
事
業
に

協
力
、
参
加
し
て
も
ら
う
方
法
の

考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
出

前
講
座
の
開
催
の
ほ
か
、
地
域
づ

く
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
交
付
金
と
し
て
、

今
年
度
は
23
団
体
で
56
事
業
に
使

わ
れ
て
お
り
、
周
知
、
啓
発
Ｐ
Ｒ

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

条
例
の
理
念
、
施
策
の
実
現

の
た
め
に
、
実
現
可
能
な
政
策
を

市
民
の
目
に
早
く
見
え
る
形
に
し

て
、
意
識
の
醸
成
、
市
民
が
自
発

的
に
動
け
る
取
り
組
み
を
す
べ
き

で
な
い
か
。

　
　
　
　

S
D
G
ｓ
未
来
都
市
と

し
て
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、

安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
。
現
在
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

推
進
の
ア
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
推
進
実
行
計
画
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
具
体
的
な
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
位
置

付
け
進
め
た
い
。
市
民
全
員
か
ら

協
力
い
た
だ
き
、
社
会
・
経
済
・

環
境
の
３
側
面
が
一
体
と
な
っ
た

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

早
期
に
取
り
組
む
も
の
、
中
・
長

期
に
か
か
る
も
の
な
ど
区
分
け
し

た
取
り
組
み
を
進
め
、
意
識
を
変

え
て
、
行
動
に
移
る
よ
う
に
進
め

て
い
き
た
い
。

　
　

過
疎
対
策
に
つ
い
て
、
市
民

の
声
を
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
て

い
く
予
定
か
。

　
　
　
　
　
　
　

地
域
の
声
は
大

事
で
あ
り
、
可
能
な
限
り
地
域
に

出
て
、
地
域
の
声
を
汲
み
取
り
、

優
先
順
位
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
に
配

慮
し
た
公
平
公
正
な
対
策
が
大
事

だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

全
市
が
過
疎
地
と
な
り
、
立

地
適
正
化
計
画
へ
の
影
響
は
な
い

か
。
ま
た
、
人
口
動
態
が
北
新
井

に
移
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
拠
点

を
移
す
計
画
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

立
地
適
正
化
計

画
は
、
新
井
地
域
、
妙
高
高
原
地

域
、
妙
高
地
域
の
各
駅
を
中
心
と

し
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
目
指

し
た
計
画
で
あ
り
、
拠
点
を
移
す

こ
と
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
。

○
企
画
費

　
　

え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道
へ
の

支
援
は
、
１
月
か
ら
３
月
を
見
通

し
た
予
算
額
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
度
中

に
お
け
る
影
響
額
を
令
和
３
年
度

の
使
用
量
に
電
気
と
燃
料
の
単
価

差
を
乗
じ
た
も
の
を
基
本
に
算
出

し
た
。

○
光
熱
費
関
係

　
　

省
エ
ネ
対
策
の
全
庁
的
な
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　

毎
週
水
曜
日
は
ノ
ー

残
業
デ
ー
で
18
時
に
一
斉
消
灯
し
、

今
年
度
か
ら
通
年
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ

と
し
て
い
る
。
本
庁
舎
は
、
価
格

高
騰
に
よ
り
間
に
合
っ
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
電
球
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
図
っ
て
き
た
。
ま
た
、
７

月
に
導
入
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
監
視

【
産
業
経
済
委
員
会
】

　
　

納
骨
堂
の
使
用
期
間
で
あ
る

10
年
経
過
後
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

納
骨
堂
は
合
葬

墓
に
移
す
こ
と
を
前
提
と
し
て
お

り
、
10
年
経
過
し
た
ら
合
葬
墓
に

移
す
こ
と
と
な
る
。

　
　

使
用
者
に
つ
い
て
本
市
に
住

所
を
有
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る

が
、
本
市
以
外
は
市
長
の
許
可
が

要
る
と
い
う
考
え
で
よ
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

施
行
規
則
に
お

い
て
、
妙
高
市
に
本
籍
を
有
す
る

者
、
妙
高
市
内
に
墳
墓
が
あ
り
、

そ
れ
を
改
葬
す
る
者
、
妙
高
市
に

祖
先
を
持
つ
者
を
、
市
長
が
特
別

の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
者
と
し

て
定
め
る
。

　
　

使
用
料
の
還
付
に
つ
い
て
、

合
葬
墓
、
納
骨
堂
を
使
用
許
可
日

か
ら
６
ヶ
月
以
内
に
返
還
し
た
場

合
は
、
使
用
料
を
還
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
今
現
在
、
還
付

し
た
こ
と
が
あ
る
者
は
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

現
行
で
は
、
３

年
以
内
に
墳
墓
を
建
設
又
は
個
別

集
合
墓
に
埋
蔵
し
な
い
で
、
そ
の

墓
地
ま
た
は
個
別
集
合
墓
を
返
還

さ
れ
た
時
と
な
る
が
、
過
去
に
使

用
料
を
還
付
し
て
い
る
事
例
も
あ

る
。

　
　

短
時
間
勤
務
職
員
の
呼
び
名

が
変
わ
っ
た
理
由
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

地
方
公
務
員
法

の
改
正
に
伴
う
も
の
で
、
定
年
が

60
歳
か
ら
65
歳
に
な
り
、
特
別
に

定
め
ら
れ
て
い
た
再
任
用
制
度
が

な
く
な
る
。
そ
の
代
わ
り
の
多
様

な
働
き
方
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
60
歳
に
達
し
た
日
か
ら
65

歳
定
年
ま
で
の
間
、
い
っ
た
ん
退

職
し
て
短
時
間
の
再
任
用
と
し
て

働
く
、
新
し
い
制
度
が
設
け
ら
れ

た
た
め
で
あ
る
。

○
光
熱
費
関
係

　
　

街
灯
に
つ
い
て
、
県
道
や
国

道
の
橋
梁
も
、
節
電
し
て
い
る
。

市
も
街
灯
節
電
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

　
　
　
　
　

市
道
の
街
灯
は
平
成

23
年
の
東
日
本
大
震
災
後
か
ら
節

電
対
策
と
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
照
明

や
交
差
点
の
照
明
、
橋
梁
の
照
明

等
の
約
３
割
を
消
灯
し
、
削
減
に

努
め
て
い
る
。

　
　

環
境
生
活
課
の
４
施
設
、
観

光
商
工
課
２
施
設
、
建
設
課
３
施

設
で
、
ど
の
よ
う
に
光
熱
費
の
算

出
を
行
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

不
足
額
は
、
４

月
か
ら
10
月
ま
で
の
実
績
に
、
11

月
か
ら
３
月
ま
で
の
燃
料
費
調
整

額
値
上
げ
分
を
含
む
推
計
値
を
加

え
た
額
の
差
額
か
ら
積
算
し
た
。

○
農
業
委
員
会
事
業

　
　

10
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に

つ
い
て
農
業
委
員
全
員
に
は
あ
た

ら
な
い
と
思
う
が
、
配
る
基
準
は

ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
で
は
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
半

数
の
導
入
を
基
準
と
し
て
い
る
。

推
進
委
員
が
18
名
お
り
、
そ
の
半

数
か
ら
１
台
多
く
導
入
す
る
。
配

分
は
、
市
内
全
体
を
農
業
委
員
、

推
進
委
員
が
網
羅
す
る
よ
う
に
７

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
活
動
し
て
お

り
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
１
台
ず
つ
配

付
す
る
。
さ
ら
に
、
新
井
南
部
地

域
と
妙
高
地
域
は
範
囲
も
広
い
た

め
、
も
う
１
台
ず
つ
配
付
し
、
事

務
局
用
１
台
を
加
え
、
計
10
台
を

予
定
し
て
い
る
。

○
農
業
振
興
費

　
　

令
和
５
年
産
の
特
別
栽
培
農

産
物
及
び
有
機
農
産
物
の
作
付
け

の
面
積
を
、
前
年
産
よ
り
拡
大
す

る
農
業
者
に
対
し
、
有
機
質
肥
料

等
の
購
入
費
用
を
助
成
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
何
人
の
見
込
み
か
。

　
　
　
　
　

11
月
末
ま
で
の
申
し

込
み
は
６
名
で
、
約
12
へ
ク
タ
ー

ル
あ
り
、
そ
の
後
の
予
備
で
10
へ

ク
タ
ー
ル
を
見
込
ん
で
い
る
。

○
道
の
駅
あ
ら
い
推
進
事
業

　
　

道
の
駅
Ｅ
Ｖ
充
電
器
の
電
気

代
の
補
正
は
、
利
用
者
の
負
担
増

と
い
う
形
に
な
ら
な
い
の
か
、
制

度
的
に
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

急
速
充
電
器
は
、

利
用
者
が
カ
ー
ド
使
用
時
間
に
対

し
て
支
払
っ
て
い
る
。
充
電
器
の

設
置
は
事
業
者
が
行
い
、
市
は
設

置
費
用
の
支
出
を
し
て
い
な
い
が
、

電
気
料
金
の
負
担
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
１
年
間
充
電
器
に

か
か
る
電
気
料
は
、
一
度
市
が
立

て
替
え
る
形
に
な
っ
て
お
り
、
年

間
の
電
気
料
か
ら
、
電
気
従
量
料

金
相
当
額
等
を
引
い
た
約
半
分
が

事
業
者
か
ら
市
に
戻
っ
て
く
る
。

　
　

物
を
動
か
す
動
力
部
分
の
節

電
は
難
し
い
が
、
施
設
で
節
電
可

能
な
場
所
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
度
か

ら
民
間
の
事
業
者
に
包
括
的
に
施
設

維
持
管
理
を
委
託
し
て
お
り
、
プ
ラ

ン
ト
の
運
転
で
節
電
を
調
査
・
検
討

し
て
い
る
。
換
気
扇
の
運
転
を
工

夫
す
る
中
で
、
今
年
度
、
使
用
電

力
を
減
ら
し
た
実
績
が
あ
る
。
今

後
も
節
電
の
工
夫
を
し
て
い
き
た

い
。

装
置
に
よ
り
電
力
が
上
が
る
場
面

が
わ
か
っ
た
。
設
備
の
改
善
を
し

な
が
ら
、
全
体
的
な
消
費
電
力
を

下
げ
て
い
き
た
い
。

○
妙
高
ふ
る
さ
と
暮
ら
し
応
援
事

業
　
　

補
助
金
の
増
加
分
は
東
京
で

行
っ
た
相
談
件
数
か
。

　
　
　
　
　
　
　

東
京
圏
か
ら
妙

高
市
に
移
住
し
た
者
に
対
す
る
補

助
金
で
、
申
請
期
間
は
移
住
し
て

か
ら
３
ヶ
月
以
降
、
１
年
以
内
で

相
談
は
妙
高
市
で
行
っ
て
い
る
。

　
　

事
業
の
補
助
金
を
利
用
す
る

か
た
が
増
え
て
い
る
。
今
後
の
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

妙
高
市
に
来
て

い
た
だ
け
な
け
れ
ば
始
ま
ら
な
い

の
で
、
事
業
の
拡
充
に
つ
い
て
情

報
発
信
も
含
め
て
取
り
組
み
た
い
。

【
厚
生
文
教
委
員
会
】

　
　

指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
を

令
和
５
年
３
月
31
日
に
変
更
し
た

後
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

市
が
直
接
事
業

者
に
委
託
す
る
形
で
、
施
設
の
所

管
で
あ
る
福
祉
介
護
課
が
管
理
を

行
う
。

　
　

条
例
改
正
は
令
和
５
年
４
月

１
日
施
行
に
な
っ
て
い
る
。
社
会

福
祉
協
議
会
は
令
和
４
年
度
中
に

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
か
ら
移
転
さ
れ

る
が
、
指
定
管
理
の
業
務
は
、
令

和
５
年
３
月
31
日
ま
で
続
け
て
い

く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

年
度
途
中
で
指

定
管
理
者
が
変
わ
る
と
予
算
が
変

わ
り
、
事
務
的
に
煩
雑
に
な
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
と
協
議
し
、
３

月
末
ま
で
は
社
会
福
祉
協
議
会
で

指
定
管
理
を
行
う
こ
と
で
了
解
を

得
て
い
る
。

　
　

令
和
３
年
度
の
利
用
者
数
は
、

令
和
元
年
度
の
半
減
以
下
だ
が
コ

ロ
ナ
禍
が
要
因
か
。
令
和
４
年
度

実
績
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

地
元
団
体
の
利

用
が
多
い
施
設
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
施
設

の
休
館
や
活
動
の
休
止
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。
今
年
度
の
10
月
末
実

績
は
、
体
育
館
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

合
わ
せ
て
28
件
、
６
８
３
人
で
、

利
用
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
は
な

い
。

　
　

今
後
の
利
用
者
増
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

関
係
団
体
と
連

携
し
、
合
宿
な
ど
の
利
用
促
進
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　

使
用
料
の
実
態
は
ど
の
よ
う

か
。

　
　
　
　
　
　
　

地
元
や
市
の
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
減
免
と
な
り
、

令
和
３
年
度
の
使
用
料
は
０
円
で

あ
る
。

○
福
祉
施
設
等
物
価
高
騰
対
策
支

援
事
業

　
　

事
業
所
ご
と
の
支
援
金
額
は

ど
の
よ
う
に
算
定
し
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　

市
内
事
業
所
の

４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
光
熱
費
、

燃
料
費
に
つ
い
て
、
前
年
度
か
ら

の
伸
び
率
を
算
定
し
、
前
年
度
の

10
月
か
ら
３
月
ま
で
の
実
績
額
に

伸
び
率
を
乗
じ
て
１
年
間
の
影
響

額
を
算
出
し
た
。
そ
の
う
え
で
、

県
内
他
市
の
基
準
単
価
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
当
市
の
補
助
金
交
付

基
準
が
２
分
の
１
で
あ
り
、
こ
の

基
準
額
を
設
定
し
た
。

　
　

各
事
業
所
に
対
し
支
援
金
額

の
一
覧
を
示
す
か
、
ま
た
い
つ
か

ら
申
請
で
き
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

金
額
を
一
覧
表

で
示
し
、
令
和
５
年
１
月
か
ら
申

請
受
付
を
始
め
た
い
。

　
　

令
和
５
年
３
月
ま
で
燃
料
代

を
見
る
と
の
こ
と
だ
が
、
燃
料
代

が
さ
ら
に
高
騰
し
た
場
合
、
検
討

す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

今
回
は
、
令
和

４
年
度
中
の
影
響
額
を
推
計
し
た

も
の
で
あ
る
。
今
後
は
予
見
し
が

た
い
が
、
国
の
対
応
等
も
注
視
し
、

支
援
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
必
要
な

時
期
に
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
ず

行
っ
て
い
き
た
い
。

○
教
育
委
員
会
事
務
局
管
理
費

　
　

購
入
す
る
遠
隔
学
習
等
の
機

器
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
使
い
方

は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

例
え
ば
妙
高

高
原
中
学
校
で
は
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト

と
の
遠
隔
交
流
学
習
を
始
め
て
い

る
。
ま
た
、
通
常
の
授
業
の
ほ
か
、

休
業
時
や
不
登
校
の
児
童
・
生

徒
の
対
応
で
使
い
た
い
。

○
冷
房
設
備
取
外
し
及
び
移
設
工

事
費

　
　

冷
房
設
備
の
取
外
し
や
移
設

工
事
の
流
れ
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

取
外
し
は
、

４
月
か
ら
一
括
で
行
い
、
一
旦
ス

ト
ッ
ク
し
、
取
り
付
け
る
際
に
業

者
が
、
持
っ
て
行
っ
て
取
り
付
け

る
よ
う
考
え
て
い
る
。

　
　

発
注
方
法
は
ど
の
よ
う
か
。

ま
た
入
札
か
、
随
意
契
約
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
別
、
地

域
別
か
は
現
在
検
討
中
で
、
入
札

を
考
え
て
い
る
。

付
託
さ
れ
た
議
案
の
ほ
か
、
次
の

案
件
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

詳
細
は
、
厚
生
文
教
委
員
会
動
画

を
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

①
医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援
体
制

の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

②
学
校
の
部
活
動
の
地
域
移
行
と

人
材
の
活
用
に
つ
い
て

③
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
実
態
と
学

校
の
情
報
発
信
、
情
報
共
有
に
つ

い
て

④
こ
ど
も
園
・
保
育
園
の
安
全
対

策
に
つ
い
て

〈
付
託
案
件
の
主
な
質
疑
〉

常
任
委
員
会
で

議
案
を
じ
っ
く
り
審
査

常
任
委
員
会
で

議
案
を
じ
っ
く
り
審
査

■
議
案
第
88
号　

令
和
４
年
度
新

潟
県
妙
高
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
11
号
）

■
議
案
第
84
号　

妙
高
市
過
疎
地

域
持
続
的
発
展
計
画
の
変
更
に
つ

い
て

■
議
案
第
78
号　

妙
高
市
情
報
公

開
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
定

総
務
課
長

総
務
課
長

問問

問問

問問

問問 問 企
画
政
策
課
長

企
画
政
策
課
長

■
議
案
第
80
号　

妙
高
市
人
と
地

球
が
笑
顔
に
な
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進

条
例
議
定

問問

企
画
政
策
課
長

■
議
案
第
76
号　

妙
高
市
情
報
通

信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進

等
に
関
す
る
条
例
議
定

総
務
課
長

総
務
課
長

企
画
政
策
課
長

企
画
政
策
課
長

総
務
課
長

各動画は
QRコードから
ご覧ください

副
市
長
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出
前
講
座
を
開
催・議
員
の
定
数
と
報
酬
に
つ
い
て

こ
こ
が
聞
き
た
い
！一
般
質
問

常
任
委
員
会
で
議
案
を
じ
っ
く
り
審
査

常
任
委
員
会
に
お
け
る
先
進
地
調
査

【
総
務
委
員
会
】

　
　

　
　

ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

し
た
あ
と
の
デ
ー
タ
の
流
れ
は
ど

の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
を
通
じ
て
提
出
さ
れ
た
内
容

を
確
認
し
て
不
備
が
な
け
れ
ば
受

理
さ
れ
る
。

　
　

市
民
へ
の
利
用
の
拡
大
に
向

け
、
Ｐ
Ｒ
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　

令
和
５
年
１
月
号
の

市
報
で
伝
え
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
す
る
。
ま
た
、
25
種
類

の
手
続
き
に
関
連
す
る
か
た
に
対

し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
通
知
す
る

予
定
で
考
え
て
い
る
。

 　
　

公
開
請
求
に
対
す
る
決
定

期
限
を
14
日
か
ら
30
日
に
延
ば
す

理
由
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で
市
の
個
人

情
報
の
開
示
請
求
、
情
報
公
開
請

求
は
、
14
日
以
内
で
運
用
し
て
い

た
が
、
個
人
情
報
保
護
法
の
改
正

に
伴
い
、
審
査
会
に
協
議
し
た
と

こ
ろ
、
大
量
に
開
示
請
求
や
、
事

前
審
査
に
時
間
が
か
か
る
も
の
が

あ
っ
た
と
き
に
、
性
急
に
や
る
べ

き
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
、
法
律

に
定
め
る
30
日
に
し
て
い
く
こ
と

が
適
切
と
の
意
見
が
あ
り
、
30
日

に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
　

公
文
書
は
公
開
が
原
則
と
い

う
の
が
前
提
で
あ
る
。
公
開
で
き

る
も
の
は
速
や
か
に
公
開
す
る
よ

う
に
運
用
を
工
夫
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で
の
運
用
で

は
14
日
以
内
で
で
き
な
か
っ
た
案

件
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後

の
運
用
も
基
本
は
14
日
以
内
で
で

き
る
よ
う
に
、
研
修
会
等
を
進
め

た
い
。

　
　

滞
在
者
の
協
力
に
つ
い
て
、

周
知
方
法
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
や
チ
ラ
シ
な
ど
で
、
訴
え
て
い

き
た
い
。

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
及
び
事
業
者

の
役
割
を
広
く
定
着
さ
せ
て
い
く

に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
わ

り
が
大
事
で
あ
る
。
市
の
事
業
に

協
力
、
参
加
し
て
も
ら
う
方
法
の

考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
出

前
講
座
の
開
催
の
ほ
か
、
地
域
づ

く
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
交
付
金
と
し
て
、

今
年
度
は
23
団
体
で
56
事
業
に
使

わ
れ
て
お
り
、
周
知
、
啓
発
Ｐ
Ｒ

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

条
例
の
理
念
、
施
策
の
実
現

の
た
め
に
、
実
現
可
能
な
政
策
を

市
民
の
目
に
早
く
見
え
る
形
に
し

て
、
意
識
の
醸
成
、
市
民
が
自
発

的
に
動
け
る
取
り
組
み
を
す
べ
き

で
な
い
か
。

　
　
　
　

S
D
G
ｓ
未
来
都
市
と

し
て
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、

安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
。
現
在
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

推
進
の
ア
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
推
進
実
行
計
画
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
具
体
的
な
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
位
置

付
け
進
め
た
い
。
市
民
全
員
か
ら

協
力
い
た
だ
き
、
社
会
・
経
済
・

環
境
の
３
側
面
が
一
体
と
な
っ
た

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

早
期
に
取
り
組
む
も
の
、
中
・
長

期
に
か
か
る
も
の
な
ど
区
分
け
し

た
取
り
組
み
を
進
め
、
意
識
を
変

え
て
、
行
動
に
移
る
よ
う
に
進
め

て
い
き
た
い
。

　
　

過
疎
対
策
に
つ
い
て
、
市
民

の
声
を
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
て

い
く
予
定
か
。

　
　
　
　
　
　
　

地
域
の
声
は
大

事
で
あ
り
、
可
能
な
限
り
地
域
に

出
て
、
地
域
の
声
を
汲
み
取
り
、

優
先
順
位
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
に
配

慮
し
た
公
平
公
正
な
対
策
が
大
事

だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

全
市
が
過
疎
地
と
な
り
、
立

地
適
正
化
計
画
へ
の
影
響
は
な
い

か
。
ま
た
、
人
口
動
態
が
北
新
井

に
移
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
拠
点

を
移
す
計
画
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

立
地
適
正
化
計

画
は
、
新
井
地
域
、
妙
高
高
原
地

域
、
妙
高
地
域
の
各
駅
を
中
心
と

し
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
目
指

し
た
計
画
で
あ
り
、
拠
点
を
移
す

こ
と
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
。

○
企
画
費

　
　

え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道
へ
の

支
援
は
、
１
月
か
ら
３
月
を
見
通

し
た
予
算
額
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
度
中

に
お
け
る
影
響
額
を
令
和
３
年
度

の
使
用
量
に
電
気
と
燃
料
の
単
価

差
を
乗
じ
た
も
の
を
基
本
に
算
出

し
た
。

○
光
熱
費
関
係

　
　

省
エ
ネ
対
策
の
全
庁
的
な
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　

毎
週
水
曜
日
は
ノ
ー

残
業
デ
ー
で
18
時
に
一
斉
消
灯
し
、

今
年
度
か
ら
通
年
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ

と
し
て
い
る
。
本
庁
舎
は
、
価
格

高
騰
に
よ
り
間
に
合
っ
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
電
球
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
図
っ
て
き
た
。
ま
た
、
７

月
に
導
入
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
監
視

【
産
業
経
済
委
員
会
】

　
　

納
骨
堂
の
使
用
期
間
で
あ
る

10
年
経
過
後
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

納
骨
堂
は
合
葬

墓
に
移
す
こ
と
を
前
提
と
し
て
お

り
、
10
年
経
過
し
た
ら
合
葬
墓
に

移
す
こ
と
と
な
る
。

　
　

使
用
者
に
つ
い
て
本
市
に
住

所
を
有
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る

が
、
本
市
以
外
は
市
長
の
許
可
が

要
る
と
い
う
考
え
で
よ
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

施
行
規
則
に
お

い
て
、
妙
高
市
に
本
籍
を
有
す
る

者
、
妙
高
市
内
に
墳
墓
が
あ
り
、

そ
れ
を
改
葬
す
る
者
、
妙
高
市
に

祖
先
を
持
つ
者
を
、
市
長
が
特
別

の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
者
と
し

て
定
め
る
。

　
　

使
用
料
の
還
付
に
つ
い
て
、

合
葬
墓
、
納
骨
堂
を
使
用
許
可
日

か
ら
６
ヶ
月
以
内
に
返
還
し
た
場

合
は
、
使
用
料
を
還
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
今
現
在
、
還
付

し
た
こ
と
が
あ
る
者
は
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

現
行
で
は
、
３

年
以
内
に
墳
墓
を
建
設
又
は
個
別

集
合
墓
に
埋
蔵
し
な
い
で
、
そ
の

墓
地
ま
た
は
個
別
集
合
墓
を
返
還

さ
れ
た
時
と
な
る
が
、
過
去
に
使

用
料
を
還
付
し
て
い
る
事
例
も
あ

る
。

　
　

短
時
間
勤
務
職
員
の
呼
び
名

が
変
わ
っ
た
理
由
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

地
方
公
務
員
法

の
改
正
に
伴
う
も
の
で
、
定
年
が

60
歳
か
ら
65
歳
に
な
り
、
特
別
に

定
め
ら
れ
て
い
た
再
任
用
制
度
が

な
く
な
る
。
そ
の
代
わ
り
の
多
様

な
働
き
方
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
60
歳
に
達
し
た
日
か
ら
65

歳
定
年
ま
で
の
間
、
い
っ
た
ん
退

職
し
て
短
時
間
の
再
任
用
と
し
て

働
く
、
新
し
い
制
度
が
設
け
ら
れ

た
た
め
で
あ
る
。

○
光
熱
費
関
係

　
　

街
灯
に
つ
い
て
、
県
道
や
国

道
の
橋
梁
も
、
節
電
し
て
い
る
。

市
も
街
灯
節
電
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

　
　
　
　
　

市
道
の
街
灯
は
平
成

23
年
の
東
日
本
大
震
災
後
か
ら
節

電
対
策
と
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
照
明

や
交
差
点
の
照
明
、
橋
梁
の
照
明

等
の
約
３
割
を
消
灯
し
、
削
減
に

努
め
て
い
る
。

　
　

環
境
生
活
課
の
４
施
設
、
観

光
商
工
課
２
施
設
、
建
設
課
３
施

設
で
、
ど
の
よ
う
に
光
熱
費
の
算

出
を
行
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

不
足
額
は
、
４

月
か
ら
10
月
ま
で
の
実
績
に
、
11

月
か
ら
３
月
ま
で
の
燃
料
費
調
整

額
値
上
げ
分
を
含
む
推
計
値
を
加

え
た
額
の
差
額
か
ら
積
算
し
た
。

○
農
業
委
員
会
事
業

　
　

10
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に

つ
い
て
農
業
委
員
全
員
に
は
あ
た

ら
な
い
と
思
う
が
、
配
る
基
準
は

ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
で
は
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
半

数
の
導
入
を
基
準
と
し
て
い
る
。

推
進
委
員
が
18
名
お
り
、
そ
の
半

数
か
ら
１
台
多
く
導
入
す
る
。
配

分
は
、
市
内
全
体
を
農
業
委
員
、

推
進
委
員
が
網
羅
す
る
よ
う
に
７

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
活
動
し
て
お

り
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
１
台
ず
つ
配

付
す
る
。
さ
ら
に
、
新
井
南
部
地

域
と
妙
高
地
域
は
範
囲
も
広
い
た

め
、
も
う
１
台
ず
つ
配
付
し
、
事

務
局
用
１
台
を
加
え
、
計
10
台
を

予
定
し
て
い
る
。

○
農
業
振
興
費

　
　

令
和
５
年
産
の
特
別
栽
培
農

産
物
及
び
有
機
農
産
物
の
作
付
け

の
面
積
を
、
前
年
産
よ
り
拡
大
す

る
農
業
者
に
対
し
、
有
機
質
肥
料

等
の
購
入
費
用
を
助
成
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
何
人
の
見
込
み
か
。

　
　
　
　
　

11
月
末
ま
で
の
申
し

込
み
は
６
名
で
、
約
12
へ
ク
タ
ー

ル
あ
り
、
そ
の
後
の
予
備
で
10
へ

ク
タ
ー
ル
を
見
込
ん
で
い
る
。

○
道
の
駅
あ
ら
い
推
進
事
業

　
　

道
の
駅
Ｅ
Ｖ
充
電
器
の
電
気

代
の
補
正
は
、
利
用
者
の
負
担
増

と
い
う
形
に
な
ら
な
い
の
か
、
制

度
的
に
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

急
速
充
電
器
は
、

利
用
者
が
カ
ー
ド
使
用
時
間
に
対

し
て
支
払
っ
て
い
る
。
充
電
器
の

設
置
は
事
業
者
が
行
い
、
市
は
設

置
費
用
の
支
出
を
し
て
い
な
い
が
、

電
気
料
金
の
負
担
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
１
年
間
充
電
器
に

か
か
る
電
気
料
は
、
一
度
市
が
立

て
替
え
る
形
に
な
っ
て
お
り
、
年

間
の
電
気
料
か
ら
、
電
気
従
量
料

金
相
当
額
等
を
引
い
た
約
半
分
が

事
業
者
か
ら
市
に
戻
っ
て
く
る
。

　
　

物
を
動
か
す
動
力
部
分
の
節

電
は
難
し
い
が
、
施
設
で
節
電
可

能
な
場
所
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
度
か

ら
民
間
の
事
業
者
に
包
括
的
に
施
設

維
持
管
理
を
委
託
し
て
お
り
、
プ
ラ

ン
ト
の
運
転
で
節
電
を
調
査
・
検
討

し
て
い
る
。
換
気
扇
の
運
転
を
工

夫
す
る
中
で
、
今
年
度
、
使
用
電

力
を
減
ら
し
た
実
績
が
あ
る
。
今

後
も
節
電
の
工
夫
を
し
て
い
き
た

い
。

装
置
に
よ
り
電
力
が
上
が
る
場
面

が
わ
か
っ
た
。
設
備
の
改
善
を
し

な
が
ら
、
全
体
的
な
消
費
電
力
を

下
げ
て
い
き
た
い
。

○
妙
高
ふ
る
さ
と
暮
ら
し
応
援
事

業
　
　

補
助
金
の
増
加
分
は
東
京
で

行
っ
た
相
談
件
数
か
。

　
　
　
　
　
　
　

東
京
圏
か
ら
妙

高
市
に
移
住
し
た
者
に
対
す
る
補

助
金
で
、
申
請
期
間
は
移
住
し
て

か
ら
３
ヶ
月
以
降
、
１
年
以
内
で

相
談
は
妙
高
市
で
行
っ
て
い
る
。

　
　

事
業
の
補
助
金
を
利
用
す
る

か
た
が
増
え
て
い
る
。
今
後
の
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

妙
高
市
に
来
て

い
た
だ
け
な
け
れ
ば
始
ま
ら
な
い

の
で
、
事
業
の
拡
充
に
つ
い
て
情

報
発
信
も
含
め
て
取
り
組
み
た
い
。

【
厚
生
文
教
委
員
会
】

　
　

指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
を

令
和
５
年
３
月
31
日
に
変
更
し
た

後
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

市
が
直
接
事
業

者
に
委
託
す
る
形
で
、
施
設
の
所

管
で
あ
る
福
祉
介
護
課
が
管
理
を

行
う
。

　
　

条
例
改
正
は
令
和
５
年
４
月

１
日
施
行
に
な
っ
て
い
る
。
社
会

福
祉
協
議
会
は
令
和
４
年
度
中
に

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
か
ら
移
転
さ
れ

る
が
、
指
定
管
理
の
業
務
は
、
令

和
５
年
３
月
31
日
ま
で
続
け
て
い

く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

年
度
途
中
で
指

定
管
理
者
が
変
わ
る
と
予
算
が
変

わ
り
、
事
務
的
に
煩
雑
に
な
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
と
協
議
し
、
３

月
末
ま
で
は
社
会
福
祉
協
議
会
で

指
定
管
理
を
行
う
こ
と
で
了
解
を

得
て
い
る
。

　
　

令
和
３
年
度
の
利
用
者
数
は
、

令
和
元
年
度
の
半
減
以
下
だ
が
コ

ロ
ナ
禍
が
要
因
か
。
令
和
４
年
度

実
績
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

地
元
団
体
の
利

用
が
多
い
施
設
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
施
設

の
休
館
や
活
動
の
休
止
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。
今
年
度
の
10
月
末
実

績
は
、
体
育
館
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

合
わ
せ
て
28
件
、
６
８
３
人
で
、

利
用
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
は
な

い
。

　
　

今
後
の
利
用
者
増
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

関
係
団
体
と
連

携
し
、
合
宿
な
ど
の
利
用
促
進
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　

使
用
料
の
実
態
は
ど
の
よ
う

か
。

　
　
　
　
　
　
　

地
元
や
市
の
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
減
免
と
な
り
、

令
和
３
年
度
の
使
用
料
は
０
円
で

あ
る
。

○
福
祉
施
設
等
物
価
高
騰
対
策
支

援
事
業

　
　

事
業
所
ご
と
の
支
援
金
額
は

ど
の
よ
う
に
算
定
し
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　

市
内
事
業
所
の

４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
光
熱
費
、

燃
料
費
に
つ
い
て
、
前
年
度
か
ら

の
伸
び
率
を
算
定
し
、
前
年
度
の

10
月
か
ら
３
月
ま
で
の
実
績
額
に

伸
び
率
を
乗
じ
て
１
年
間
の
影
響

額
を
算
出
し
た
。
そ
の
う
え
で
、

県
内
他
市
の
基
準
単
価
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
当
市
の
補
助
金
交
付

基
準
が
２
分
の
１
で
あ
り
、
こ
の

基
準
額
を
設
定
し
た
。

　
　

各
事
業
所
に
対
し
支
援
金
額

の
一
覧
を
示
す
か
、
ま
た
い
つ
か

ら
申
請
で
き
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

金
額
を
一
覧
表

で
示
し
、
令
和
５
年
１
月
か
ら
申

請
受
付
を
始
め
た
い
。

　
　

令
和
５
年
３
月
ま
で
燃
料
代

を
見
る
と
の
こ
と
だ
が
、
燃
料
代

が
さ
ら
に
高
騰
し
た
場
合
、
検
討

す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

今
回
は
、
令
和

４
年
度
中
の
影
響
額
を
推
計
し
た

も
の
で
あ
る
。
今
後
は
予
見
し
が

た
い
が
、
国
の
対
応
等
も
注
視
し
、

支
援
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
必
要
な

時
期
に
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
ず

行
っ
て
い
き
た
い
。

○
教
育
委
員
会
事
務
局
管
理
費

　
　

購
入
す
る
遠
隔
学
習
等
の
機

器
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
使
い
方

は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

例
え
ば
妙
高

高
原
中
学
校
で
は
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト

と
の
遠
隔
交
流
学
習
を
始
め
て
い

る
。
ま
た
、
通
常
の
授
業
の
ほ
か
、

休
業
時
や
不
登
校
の
児
童
・
生

徒
の
対
応
で
使
い
た
い
。

○
冷
房
設
備
取
外
し
及
び
移
設
工

事
費

　
　

冷
房
設
備
の
取
外
し
や
移
設

工
事
の
流
れ
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

取
外
し
は
、

４
月
か
ら
一
括
で
行
い
、
一
旦
ス

ト
ッ
ク
し
、
取
り
付
け
る
際
に
業

者
が
、
持
っ
て
行
っ
て
取
り
付
け

る
よ
う
考
え
て
い
る
。

　
　

発
注
方
法
は
ど
の
よ
う
か
。

ま
た
入
札
か
、
随
意
契
約
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
別
、
地

域
別
か
は
現
在
検
討
中
で
、
入
札

を
考
え
て
い
る
。

付
託
さ
れ
た
議
案
の
ほ
か
、
次
の

案
件
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

詳
細
は
、
厚
生
文
教
委
員
会
動
画

を
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

①
医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援
体
制

の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

②
学
校
の
部
活
動
の
地
域
移
行
と

人
材
の
活
用
に
つ
い
て

③
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
実
態
と
学

校
の
情
報
発
信
、
情
報
共
有
に
つ

い
て

④
こ
ど
も
園
・
保
育
園
の
安
全
対

策
に
つ
い
て

■
議
案
第
86
号　

指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
（
矢
代
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）

■
議
案
第
88
号　

令
和
４
年
度
新

潟
県
妙
高
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
11
号
）

問問

問問問

問問

問 問問 福
祉
介
護
課
長

福
祉
介
護
課
長

福
祉
介
護
課
長

福
祉
介
護
課
長

福
祉
介
護
課
長

地
域
共
生
課
長

地
域
共
生
課
長

問問問こ
ど
も
教
育
課
長

こ
ど
も
教
育
課
長

こ
ど
も
教
育
課
長

■
議
案
第
81
号　

妙
高
市
い
き
い

き
プ
ラ
ザ
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
議
定

生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長

生
涯
学
習
課
長

所
管
事
務
調
査
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審
議
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

こ
こ
が
聞
き
た
い
！一
般
質
問

常
任
委
員
会
で
議
案
を
じ
っ
く
り
審
査

常
任
委
員
会
に
お
け
る
先
進
地
調
査

【
総
務
委
員
会
】

　
　

　
　

ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

し
た
あ
と
の
デ
ー
タ
の
流
れ
は
ど

の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
を
通
じ
て
提
出
さ
れ
た
内
容

を
確
認
し
て
不
備
が
な
け
れ
ば
受

理
さ
れ
る
。

　
　

市
民
へ
の
利
用
の
拡
大
に
向

け
、
Ｐ
Ｒ
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　

令
和
５
年
１
月
号
の

市
報
で
伝
え
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
す
る
。
ま
た
、
25
種
類

の
手
続
き
に
関
連
す
る
か
た
に
対

し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
通
知
す
る

予
定
で
考
え
て
い
る
。

 　
　

公
開
請
求
に
対
す
る
決
定

期
限
を
14
日
か
ら
30
日
に
延
ば
す

理
由
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で
市
の
個
人

情
報
の
開
示
請
求
、
情
報
公
開
請

求
は
、
14
日
以
内
で
運
用
し
て
い

た
が
、
個
人
情
報
保
護
法
の
改
正

に
伴
い
、
審
査
会
に
協
議
し
た
と

こ
ろ
、
大
量
に
開
示
請
求
や
、
事

前
審
査
に
時
間
が
か
か
る
も
の
が

あ
っ
た
と
き
に
、
性
急
に
や
る
べ

き
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
、
法
律

に
定
め
る
30
日
に
し
て
い
く
こ
と

が
適
切
と
の
意
見
が
あ
り
、
30
日

に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
　

公
文
書
は
公
開
が
原
則
と
い

う
の
が
前
提
で
あ
る
。
公
開
で
き

る
も
の
は
速
や
か
に
公
開
す
る
よ

う
に
運
用
を
工
夫
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で
の
運
用
で

は
14
日
以
内
で
で
き
な
か
っ
た
案

件
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後

の
運
用
も
基
本
は
14
日
以
内
で
で

き
る
よ
う
に
、
研
修
会
等
を
進
め

た
い
。

　
　

滞
在
者
の
協
力
に
つ
い
て
、

周
知
方
法
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
や
チ
ラ
シ
な
ど
で
、
訴
え
て
い

き
た
い
。

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
及
び
事
業
者

の
役
割
を
広
く
定
着
さ
せ
て
い
く

に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
わ

り
が
大
事
で
あ
る
。
市
の
事
業
に

協
力
、
参
加
し
て
も
ら
う
方
法
の

考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
出

前
講
座
の
開
催
の
ほ
か
、
地
域
づ

く
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
交
付
金
と
し
て
、

今
年
度
は
23
団
体
で
56
事
業
に
使

わ
れ
て
お
り
、
周
知
、
啓
発
Ｐ
Ｒ

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

条
例
の
理
念
、
施
策
の
実
現

の
た
め
に
、
実
現
可
能
な
政
策
を

市
民
の
目
に
早
く
見
え
る
形
に
し

て
、
意
識
の
醸
成
、
市
民
が
自
発

的
に
動
け
る
取
り
組
み
を
す
べ
き

で
な
い
か
。

　
　
　
　

S
D
G
ｓ
未
来
都
市
と

し
て
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、

安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
。
現
在
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

推
進
の
ア
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
推
進
実
行
計
画
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
具
体
的
な
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
位
置

付
け
進
め
た
い
。
市
民
全
員
か
ら

協
力
い
た
だ
き
、
社
会
・
経
済
・

環
境
の
３
側
面
が
一
体
と
な
っ
た

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

早
期
に
取
り
組
む
も
の
、
中
・
長

期
に
か
か
る
も
の
な
ど
区
分
け
し

た
取
り
組
み
を
進
め
、
意
識
を
変

え
て
、
行
動
に
移
る
よ
う
に
進
め

て
い
き
た
い
。

　
　

過
疎
対
策
に
つ
い
て
、
市
民

の
声
を
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
て

い
く
予
定
か
。

　
　
　
　
　
　
　

地
域
の
声
は
大

事
で
あ
り
、
可
能
な
限
り
地
域
に

出
て
、
地
域
の
声
を
汲
み
取
り
、

優
先
順
位
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
に
配

慮
し
た
公
平
公
正
な
対
策
が
大
事

だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

全
市
が
過
疎
地
と
な
り
、
立

地
適
正
化
計
画
へ
の
影
響
は
な
い

か
。
ま
た
、
人
口
動
態
が
北
新
井

に
移
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
拠
点

を
移
す
計
画
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

立
地
適
正
化
計

画
は
、
新
井
地
域
、
妙
高
高
原
地

域
、
妙
高
地
域
の
各
駅
を
中
心
と

し
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
目
指

し
た
計
画
で
あ
り
、
拠
点
を
移
す

こ
と
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
。

○
企
画
費

　
　

え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道
へ
の

支
援
は
、
１
月
か
ら
３
月
を
見
通

し
た
予
算
額
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
度
中

に
お
け
る
影
響
額
を
令
和
３
年
度

の
使
用
量
に
電
気
と
燃
料
の
単
価

差
を
乗
じ
た
も
の
を
基
本
に
算
出

し
た
。

○
光
熱
費
関
係

　
　

省
エ
ネ
対
策
の
全
庁
的
な
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　

毎
週
水
曜
日
は
ノ
ー

残
業
デ
ー
で
18
時
に
一
斉
消
灯
し
、

今
年
度
か
ら
通
年
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ

と
し
て
い
る
。
本
庁
舎
は
、
価
格

高
騰
に
よ
り
間
に
合
っ
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
電
球
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
図
っ
て
き
た
。
ま
た
、
７

月
に
導
入
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
監
視

【
産
業
経
済
委
員
会
】

　
　

納
骨
堂
の
使
用
期
間
で
あ
る

10
年
経
過
後
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

納
骨
堂
は
合
葬

墓
に
移
す
こ
と
を
前
提
と
し
て
お

り
、
10
年
経
過
し
た
ら
合
葬
墓
に

移
す
こ
と
と
な
る
。

　
　

使
用
者
に
つ
い
て
本
市
に
住

所
を
有
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る

が
、
本
市
以
外
は
市
長
の
許
可
が

要
る
と
い
う
考
え
で
よ
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

施
行
規
則
に
お

い
て
、
妙
高
市
に
本
籍
を
有
す
る

者
、
妙
高
市
内
に
墳
墓
が
あ
り
、

そ
れ
を
改
葬
す
る
者
、
妙
高
市
に

祖
先
を
持
つ
者
を
、
市
長
が
特
別

の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
者
と
し

て
定
め
る
。

　
　

使
用
料
の
還
付
に
つ
い
て
、

合
葬
墓
、
納
骨
堂
を
使
用
許
可
日

か
ら
６
ヶ
月
以
内
に
返
還
し
た
場

合
は
、
使
用
料
を
還
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
今
現
在
、
還
付

し
た
こ
と
が
あ
る
者
は
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

現
行
で
は
、
３

年
以
内
に
墳
墓
を
建
設
又
は
個
別

集
合
墓
に
埋
蔵
し
な
い
で
、
そ
の

墓
地
ま
た
は
個
別
集
合
墓
を
返
還

さ
れ
た
時
と
な
る
が
、
過
去
に
使

用
料
を
還
付
し
て
い
る
事
例
も
あ

る
。

　
　

短
時
間
勤
務
職
員
の
呼
び
名

が
変
わ
っ
た
理
由
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

地
方
公
務
員
法

の
改
正
に
伴
う
も
の
で
、
定
年
が

60
歳
か
ら
65
歳
に
な
り
、
特
別
に

定
め
ら
れ
て
い
た
再
任
用
制
度
が

な
く
な
る
。
そ
の
代
わ
り
の
多
様

な
働
き
方
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
60
歳
に
達
し
た
日
か
ら
65

歳
定
年
ま
で
の
間
、
い
っ
た
ん
退

職
し
て
短
時
間
の
再
任
用
と
し
て

働
く
、
新
し
い
制
度
が
設
け
ら
れ

た
た
め
で
あ
る
。

○
光
熱
費
関
係

　
　

街
灯
に
つ
い
て
、
県
道
や
国

道
の
橋
梁
も
、
節
電
し
て
い
る
。

市
も
街
灯
節
電
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

　
　
　
　
　

市
道
の
街
灯
は
平
成

23
年
の
東
日
本
大
震
災
後
か
ら
節

電
対
策
と
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
照
明

や
交
差
点
の
照
明
、
橋
梁
の
照
明

等
の
約
３
割
を
消
灯
し
、
削
減
に

努
め
て
い
る
。

　
　

環
境
生
活
課
の
４
施
設
、
観

光
商
工
課
２
施
設
、
建
設
課
３
施

設
で
、
ど
の
よ
う
に
光
熱
費
の
算

出
を
行
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

不
足
額
は
、
４

月
か
ら
10
月
ま
で
の
実
績
に
、
11

月
か
ら
３
月
ま
で
の
燃
料
費
調
整

額
値
上
げ
分
を
含
む
推
計
値
を
加

え
た
額
の
差
額
か
ら
積
算
し
た
。

○
農
業
委
員
会
事
業

　
　

10
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に

つ
い
て
農
業
委
員
全
員
に
は
あ
た

ら
な
い
と
思
う
が
、
配
る
基
準
は

ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
で
は
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
半

数
の
導
入
を
基
準
と
し
て
い
る
。

推
進
委
員
が
18
名
お
り
、
そ
の
半

数
か
ら
１
台
多
く
導
入
す
る
。
配

分
は
、
市
内
全
体
を
農
業
委
員
、

推
進
委
員
が
網
羅
す
る
よ
う
に
７

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
活
動
し
て
お

り
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
１
台
ず
つ
配

付
す
る
。
さ
ら
に
、
新
井
南
部
地

域
と
妙
高
地
域
は
範
囲
も
広
い
た

め
、
も
う
１
台
ず
つ
配
付
し
、
事

務
局
用
１
台
を
加
え
、
計
10
台
を

予
定
し
て
い
る
。

○
農
業
振
興
費

　
　

令
和
５
年
産
の
特
別
栽
培
農

産
物
及
び
有
機
農
産
物
の
作
付
け

の
面
積
を
、
前
年
産
よ
り
拡
大
す

る
農
業
者
に
対
し
、
有
機
質
肥
料

等
の
購
入
費
用
を
助
成
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
何
人
の
見
込
み
か
。

　
　
　
　
　

11
月
末
ま
で
の
申
し

込
み
は
６
名
で
、
約
12
へ
ク
タ
ー

ル
あ
り
、
そ
の
後
の
予
備
で
10
へ

ク
タ
ー
ル
を
見
込
ん
で
い
る
。

○
道
の
駅
あ
ら
い
推
進
事
業

　
　

道
の
駅
Ｅ
Ｖ
充
電
器
の
電
気

代
の
補
正
は
、
利
用
者
の
負
担
増

と
い
う
形
に
な
ら
な
い
の
か
、
制

度
的
に
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

急
速
充
電
器
は
、

利
用
者
が
カ
ー
ド
使
用
時
間
に
対

し
て
支
払
っ
て
い
る
。
充
電
器
の

設
置
は
事
業
者
が
行
い
、
市
は
設

置
費
用
の
支
出
を
し
て
い
な
い
が
、

電
気
料
金
の
負
担
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
１
年
間
充
電
器
に

か
か
る
電
気
料
は
、
一
度
市
が
立

て
替
え
る
形
に
な
っ
て
お
り
、
年

間
の
電
気
料
か
ら
、
電
気
従
量
料

金
相
当
額
等
を
引
い
た
約
半
分
が

事
業
者
か
ら
市
に
戻
っ
て
く
る
。

　
　

物
を
動
か
す
動
力
部
分
の
節

電
は
難
し
い
が
、
施
設
で
節
電
可

能
な
場
所
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
度
か

ら
民
間
の
事
業
者
に
包
括
的
に
施
設

維
持
管
理
を
委
託
し
て
お
り
、
プ
ラ

ン
ト
の
運
転
で
節
電
を
調
査
・
検
討

し
て
い
る
。
換
気
扇
の
運
転
を
工

夫
す
る
中
で
、
今
年
度
、
使
用
電

力
を
減
ら
し
た
実
績
が
あ
る
。
今

後
も
節
電
の
工
夫
を
し
て
い
き
た

い
。

装
置
に
よ
り
電
力
が
上
が
る
場
面

が
わ
か
っ
た
。
設
備
の
改
善
を
し

な
が
ら
、
全
体
的
な
消
費
電
力
を

下
げ
て
い
き
た
い
。

○
妙
高
ふ
る
さ
と
暮
ら
し
応
援
事

業
　
　

補
助
金
の
増
加
分
は
東
京
で

行
っ
た
相
談
件
数
か
。

　
　
　
　
　
　
　

東
京
圏
か
ら
妙

高
市
に
移
住
し
た
者
に
対
す
る
補

助
金
で
、
申
請
期
間
は
移
住
し
て

か
ら
３
ヶ
月
以
降
、
１
年
以
内
で

相
談
は
妙
高
市
で
行
っ
て
い
る
。

　
　

事
業
の
補
助
金
を
利
用
す
る

か
た
が
増
え
て
い
る
。
今
後
の
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

妙
高
市
に
来
て

い
た
だ
け
な
け
れ
ば
始
ま
ら
な
い

の
で
、
事
業
の
拡
充
に
つ
い
て
情

報
発
信
も
含
め
て
取
り
組
み
た
い
。

【
厚
生
文
教
委
員
会
】

　
　

指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
を

令
和
５
年
３
月
31
日
に
変
更
し
た

後
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

市
が
直
接
事
業

者
に
委
託
す
る
形
で
、
施
設
の
所

管
で
あ
る
福
祉
介
護
課
が
管
理
を

行
う
。

　
　

条
例
改
正
は
令
和
５
年
４
月

１
日
施
行
に
な
っ
て
い
る
。
社
会

福
祉
協
議
会
は
令
和
４
年
度
中
に

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
か
ら
移
転
さ
れ

る
が
、
指
定
管
理
の
業
務
は
、
令

和
５
年
３
月
31
日
ま
で
続
け
て
い

く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

年
度
途
中
で
指

定
管
理
者
が
変
わ
る
と
予
算
が
変

わ
り
、
事
務
的
に
煩
雑
に
な
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
と
協
議
し
、
３

月
末
ま
で
は
社
会
福
祉
協
議
会
で

指
定
管
理
を
行
う
こ
と
で
了
解
を

得
て
い
る
。

　
　

令
和
３
年
度
の
利
用
者
数
は
、

令
和
元
年
度
の
半
減
以
下
だ
が
コ

ロ
ナ
禍
が
要
因
か
。
令
和
４
年
度

実
績
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

地
元
団
体
の
利

用
が
多
い
施
設
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
施
設

の
休
館
や
活
動
の
休
止
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。
今
年
度
の
10
月
末
実

績
は
、
体
育
館
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

合
わ
せ
て
28
件
、
６
８
３
人
で
、

利
用
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
は
な

い
。

　
　

今
後
の
利
用
者
増
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

関
係
団
体
と
連

携
し
、
合
宿
な
ど
の
利
用
促
進
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　

使
用
料
の
実
態
は
ど
の
よ
う

か
。

　
　
　
　
　
　
　

地
元
や
市
の
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
減
免
と
な
り
、

令
和
３
年
度
の
使
用
料
は
０
円
で

あ
る
。

○
福
祉
施
設
等
物
価
高
騰
対
策
支

援
事
業

　
　

事
業
所
ご
と
の
支
援
金
額
は

ど
の
よ
う
に
算
定
し
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　

市
内
事
業
所
の

４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
光
熱
費
、

燃
料
費
に
つ
い
て
、
前
年
度
か
ら

の
伸
び
率
を
算
定
し
、
前
年
度
の

10
月
か
ら
３
月
ま
で
の
実
績
額
に

伸
び
率
を
乗
じ
て
１
年
間
の
影
響

額
を
算
出
し
た
。
そ
の
う
え
で
、

県
内
他
市
の
基
準
単
価
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
当
市
の
補
助
金
交
付

基
準
が
２
分
の
１
で
あ
り
、
こ
の

基
準
額
を
設
定
し
た
。

　
　

各
事
業
所
に
対
し
支
援
金
額

の
一
覧
を
示
す
か
、
ま
た
い
つ
か

ら
申
請
で
き
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

金
額
を
一
覧
表

で
示
し
、
令
和
５
年
１
月
か
ら
申

請
受
付
を
始
め
た
い
。

　
　

令
和
５
年
３
月
ま
で
燃
料
代

を
見
る
と
の
こ
と
だ
が
、
燃
料
代

が
さ
ら
に
高
騰
し
た
場
合
、
検
討

す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

今
回
は
、
令
和

４
年
度
中
の
影
響
額
を
推
計
し
た

も
の
で
あ
る
。
今
後
は
予
見
し
が

た
い
が
、
国
の
対
応
等
も
注
視
し
、

支
援
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
必
要
な

時
期
に
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
ず

行
っ
て
い
き
た
い
。

○
教
育
委
員
会
事
務
局
管
理
費

　
　

購
入
す
る
遠
隔
学
習
等
の
機

器
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
使
い
方

は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

例
え
ば
妙
高

高
原
中
学
校
で
は
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト

と
の
遠
隔
交
流
学
習
を
始
め
て
い

る
。
ま
た
、
通
常
の
授
業
の
ほ
か
、

休
業
時
や
不
登
校
の
児
童
・
生

徒
の
対
応
で
使
い
た
い
。

○
冷
房
設
備
取
外
し
及
び
移
設
工

事
費

　
　

冷
房
設
備
の
取
外
し
や
移
設

工
事
の
流
れ
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

取
外
し
は
、

４
月
か
ら
一
括
で
行
い
、
一
旦
ス

ト
ッ
ク
し
、
取
り
付
け
る
際
に
業

者
が
、
持
っ
て
行
っ
て
取
り
付
け

る
よ
う
考
え
て
い
る
。

　
　

発
注
方
法
は
ど
の
よ
う
か
。

ま
た
入
札
か
、
随
意
契
約
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
別
、
地

域
別
か
は
現
在
検
討
中
で
、
入
札

を
考
え
て
い
る
。

付
託
さ
れ
た
議
案
の
ほ
か
、
次
の

案
件
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

詳
細
は
、
厚
生
文
教
委
員
会
動
画

を
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

①
医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援
体
制

の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

②
学
校
の
部
活
動
の
地
域
移
行
と

人
材
の
活
用
に
つ
い
て

③
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
実
態
と
学

校
の
情
報
発
信
、
情
報
共
有
に
つ

い
て

④
こ
ど
も
園
・
保
育
園
の
安
全
対

策
に
つ
い
て

■
議
案
第
95
号　

令
和
４
年
度
新

潟
県
妙
高
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

■
議
案
第
88
号　

令
和
４
年
度
新

潟
県
妙
高
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
11
号
）

建
設
課
長

農
林
課
長

問問

環
境
生
活
課
長

環
境
生
活
課
長

環
境
生
活
課
長

■
議
案
第
82
号　

妙
高
市
霊
園
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
議
定

問 問上
下
水
道
局
長

問問問 環
境
生
活
課
長

問問観
光
商
工
課
長

問上
下
水
道
局
長

■
議
案
第
83
号　

妙
高
市
企
業
職

員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
議
定

農
業
委
員
会
事
務
局
長
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出
前
講
座
を
開
催・議
員
の
定
数
と
報
酬
に
つ
い
て

こ
こ
が
聞
き
た
い
！一
般
質
問

常
任
委
員
会
で
議
案
を
じ
っ
く
り
審
査

常
任
委
員
会
に
お
け
る
先
進
地
調
査

【
総
務
委
員
会
】

　
　

　
　

ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

し
た
あ
と
の
デ
ー
タ
の
流
れ
は
ど

の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
を
通
じ
て
提
出
さ
れ
た
内
容

を
確
認
し
て
不
備
が
な
け
れ
ば
受

理
さ
れ
る
。

　
　

市
民
へ
の
利
用
の
拡
大
に
向

け
、
Ｐ
Ｒ
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　

令
和
５
年
１
月
号
の

市
報
で
伝
え
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
す
る
。
ま
た
、
25
種
類

の
手
続
き
に
関
連
す
る
か
た
に
対

し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
通
知
す
る

予
定
で
考
え
て
い
る
。

 　
　

公
開
請
求
に
対
す
る
決
定

期
限
を
14
日
か
ら
30
日
に
延
ば
す

理
由
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で
市
の
個
人

情
報
の
開
示
請
求
、
情
報
公
開
請

求
は
、
14
日
以
内
で
運
用
し
て
い

た
が
、
個
人
情
報
保
護
法
の
改
正

に
伴
い
、
審
査
会
に
協
議
し
た
と

こ
ろ
、
大
量
に
開
示
請
求
や
、
事

前
審
査
に
時
間
が
か
か
る
も
の
が

あ
っ
た
と
き
に
、
性
急
に
や
る
べ

き
で
は
な
い
と
の
こ
と
で
、
法
律

に
定
め
る
30
日
に
し
て
い
く
こ
と

が
適
切
と
の
意
見
が
あ
り
、
30
日

に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　
　

公
文
書
は
公
開
が
原
則
と
い

う
の
が
前
提
で
あ
る
。
公
開
で
き

る
も
の
は
速
や
か
に
公
開
す
る
よ

う
に
運
用
を
工
夫
し
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で
の
運
用
で

は
14
日
以
内
で
で
き
な
か
っ
た
案

件
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後

の
運
用
も
基
本
は
14
日
以
内
で
で

き
る
よ
う
に
、
研
修
会
等
を
進
め

た
い
。

　
　

滞
在
者
の
協
力
に
つ
い
て
、

周
知
方
法
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
や
チ
ラ
シ
な
ど
で
、
訴
え
て
い

き
た
い
。

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
及
び
事
業
者

の
役
割
を
広
く
定
着
さ
せ
て
い
く

に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
わ

り
が
大
事
で
あ
る
。
市
の
事
業
に

協
力
、
参
加
し
て
も
ら
う
方
法
の

考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
出

前
講
座
の
開
催
の
ほ
か
、
地
域
づ

く
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
交
付
金
と
し
て
、

今
年
度
は
23
団
体
で
56
事
業
に
使

わ
れ
て
お
り
、
周
知
、
啓
発
Ｐ
Ｒ

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

条
例
の
理
念
、
施
策
の
実
現

の
た
め
に
、
実
現
可
能
な
政
策
を

市
民
の
目
に
早
く
見
え
る
形
に
し

て
、
意
識
の
醸
成
、
市
民
が
自
発

的
に
動
け
る
取
り
組
み
を
す
べ
き

で
な
い
か
。

　
　
　
　

S
D
G
ｓ
未
来
都
市
と

し
て
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、

安
心
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
。
現
在
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

推
進
の
ア
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
推
進
実
行
計
画
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
具
体
的
な
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
位
置

付
け
進
め
た
い
。
市
民
全
員
か
ら

協
力
い
た
だ
き
、
社
会
・
経
済
・

環
境
の
３
側
面
が
一
体
と
な
っ
た

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

早
期
に
取
り
組
む
も
の
、
中
・
長

期
に
か
か
る
も
の
な
ど
区
分
け
し

た
取
り
組
み
を
進
め
、
意
識
を
変

え
て
、
行
動
に
移
る
よ
う
に
進
め

て
い
き
た
い
。

　
　

過
疎
対
策
に
つ
い
て
、
市
民

の
声
を
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
て

い
く
予
定
か
。

　
　
　
　
　
　
　

地
域
の
声
は
大

事
で
あ
り
、
可
能
な
限
り
地
域
に

出
て
、
地
域
の
声
を
汲
み
取
り
、

優
先
順
位
、
地
域
バ
ラ
ン
ス
に
配

慮
し
た
公
平
公
正
な
対
策
が
大
事

だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

全
市
が
過
疎
地
と
な
り
、
立

地
適
正
化
計
画
へ
の
影
響
は
な
い

か
。
ま
た
、
人
口
動
態
が
北
新
井

に
移
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
拠
点

を
移
す
計
画
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

立
地
適
正
化
計

画
は
、
新
井
地
域
、
妙
高
高
原
地

域
、
妙
高
地
域
の
各
駅
を
中
心
と

し
た
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
目
指

し
た
計
画
で
あ
り
、
拠
点
を
移
す

こ
と
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
。

○
企
画
費

　
　

え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道
へ
の

支
援
は
、
１
月
か
ら
３
月
を
見
通

し
た
予
算
額
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
度
中

に
お
け
る
影
響
額
を
令
和
３
年
度

の
使
用
量
に
電
気
と
燃
料
の
単
価

差
を
乗
じ
た
も
の
を
基
本
に
算
出

し
た
。

○
光
熱
費
関
係

　
　

省
エ
ネ
対
策
の
全
庁
的
な
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　

毎
週
水
曜
日
は
ノ
ー

残
業
デ
ー
で
18
時
に
一
斉
消
灯
し
、

今
年
度
か
ら
通
年
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ

と
し
て
い
る
。
本
庁
舎
は
、
価
格

高
騰
に
よ
り
間
に
合
っ
て
い
な
い

と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
電
球
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
図
っ
て
き
た
。
ま
た
、
７

月
に
導
入
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
監
視

【
産
業
経
済
委
員
会
】

　
　

納
骨
堂
の
使
用
期
間
で
あ
る

10
年
経
過
後
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

納
骨
堂
は
合
葬

墓
に
移
す
こ
と
を
前
提
と
し
て
お

り
、
10
年
経
過
し
た
ら
合
葬
墓
に

移
す
こ
と
と
な
る
。

　
　

使
用
者
に
つ
い
て
本
市
に
住

所
を
有
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る

が
、
本
市
以
外
は
市
長
の
許
可
が

要
る
と
い
う
考
え
で
よ
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

施
行
規
則
に
お

い
て
、
妙
高
市
に
本
籍
を
有
す
る

者
、
妙
高
市
内
に
墳
墓
が
あ
り
、

そ
れ
を
改
葬
す
る
者
、
妙
高
市
に

祖
先
を
持
つ
者
を
、
市
長
が
特
別

の
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
者
と
し

て
定
め
る
。

　
　

使
用
料
の
還
付
に
つ
い
て
、

合
葬
墓
、
納
骨
堂
を
使
用
許
可
日

か
ら
６
ヶ
月
以
内
に
返
還
し
た
場

合
は
、
使
用
料
を
還
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
今
現
在
、
還
付

し
た
こ
と
が
あ
る
者
は
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

現
行
で
は
、
３

年
以
内
に
墳
墓
を
建
設
又
は
個
別

集
合
墓
に
埋
蔵
し
な
い
で
、
そ
の

墓
地
ま
た
は
個
別
集
合
墓
を
返
還

さ
れ
た
時
と
な
る
が
、
過
去
に
使

用
料
を
還
付
し
て
い
る
事
例
も
あ

る
。

　
　

短
時
間
勤
務
職
員
の
呼
び
名

が
変
わ
っ
た
理
由
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

地
方
公
務
員
法

の
改
正
に
伴
う
も
の
で
、
定
年
が

60
歳
か
ら
65
歳
に
な
り
、
特
別
に

定
め
ら
れ
て
い
た
再
任
用
制
度
が

な
く
な
る
。
そ
の
代
わ
り
の
多
様

な
働
き
方
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

た
め
、
60
歳
に
達
し
た
日
か
ら
65

歳
定
年
ま
で
の
間
、
い
っ
た
ん
退

職
し
て
短
時
間
の
再
任
用
と
し
て

働
く
、
新
し
い
制
度
が
設
け
ら
れ

た
た
め
で
あ
る
。

○
光
熱
費
関
係

　
　

街
灯
に
つ
い
て
、
県
道
や
国

道
の
橋
梁
も
、
節
電
し
て
い
る
。

市
も
街
灯
節
電
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

　
　
　
　
　

市
道
の
街
灯
は
平
成

23
年
の
東
日
本
大
震
災
後
か
ら
節

電
対
策
と
し
て
、
デ
ザ
イ
ン
照
明

や
交
差
点
の
照
明
、
橋
梁
の
照
明

等
の
約
３
割
を
消
灯
し
、
削
減
に

努
め
て
い
る
。

　
　

環
境
生
活
課
の
４
施
設
、
観

光
商
工
課
２
施
設
、
建
設
課
３
施

設
で
、
ど
の
よ
う
に
光
熱
費
の
算

出
を
行
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

不
足
額
は
、
４

月
か
ら
10
月
ま
で
の
実
績
に
、
11

月
か
ら
３
月
ま
で
の
燃
料
費
調
整

額
値
上
げ
分
を
含
む
推
計
値
を
加

え
た
額
の
差
額
か
ら
積
算
し
た
。

○
農
業
委
員
会
事
業

　
　

10
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
に

つ
い
て
農
業
委
員
全
員
に
は
あ
た

ら
な
い
と
思
う
が
、
配
る
基
準
は

ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
で
は
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の
半

数
の
導
入
を
基
準
と
し
て
い
る
。

推
進
委
員
が
18
名
お
り
、
そ
の
半

数
か
ら
１
台
多
く
導
入
す
る
。
配

分
は
、
市
内
全
体
を
農
業
委
員
、

推
進
委
員
が
網
羅
す
る
よ
う
に
７

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
活
動
し
て
お

り
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
１
台
ず
つ
配

付
す
る
。
さ
ら
に
、
新
井
南
部
地

域
と
妙
高
地
域
は
範
囲
も
広
い
た

め
、
も
う
１
台
ず
つ
配
付
し
、
事

務
局
用
１
台
を
加
え
、
計
10
台
を

予
定
し
て
い
る
。

○
農
業
振
興
費

　
　

令
和
５
年
産
の
特
別
栽
培
農

産
物
及
び
有
機
農
産
物
の
作
付
け

の
面
積
を
、
前
年
産
よ
り
拡
大
す

る
農
業
者
に
対
し
、
有
機
質
肥
料

等
の
購
入
費
用
を
助
成
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
何
人
の
見
込
み
か
。

　
　
　
　
　

11
月
末
ま
で
の
申
し

込
み
は
６
名
で
、
約
12
へ
ク
タ
ー

ル
あ
り
、
そ
の
後
の
予
備
で
10
へ

ク
タ
ー
ル
を
見
込
ん
で
い
る
。

○
道
の
駅
あ
ら
い
推
進
事
業

　
　

道
の
駅
Ｅ
Ｖ
充
電
器
の
電
気

代
の
補
正
は
、
利
用
者
の
負
担
増

と
い
う
形
に
な
ら
な
い
の
か
、
制

度
的
に
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

急
速
充
電
器
は
、

利
用
者
が
カ
ー
ド
使
用
時
間
に
対

し
て
支
払
っ
て
い
る
。
充
電
器
の

設
置
は
事
業
者
が
行
い
、
市
は
設

置
費
用
の
支
出
を
し
て
い
な
い
が
、

電
気
料
金
の
負
担
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
１
年
間
充
電
器
に

か
か
る
電
気
料
は
、
一
度
市
が
立

て
替
え
る
形
に
な
っ
て
お
り
、
年

間
の
電
気
料
か
ら
、
電
気
従
量
料

金
相
当
額
等
を
引
い
た
約
半
分
が

事
業
者
か
ら
市
に
戻
っ
て
く
る
。

　
　

物
を
動
か
す
動
力
部
分
の
節

電
は
難
し
い
が
、
施
設
で
節
電
可

能
な
場
所
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

令
和
４
年
度
か

ら
民
間
の
事
業
者
に
包
括
的
に
施
設

維
持
管
理
を
委
託
し
て
お
り
、
プ
ラ

ン
ト
の
運
転
で
節
電
を
調
査
・
検
討

し
て
い
る
。
換
気
扇
の
運
転
を
工

夫
す
る
中
で
、
今
年
度
、
使
用
電

力
を
減
ら
し
た
実
績
が
あ
る
。
今

後
も
節
電
の
工
夫
を
し
て
い
き
た

い
。

装
置
に
よ
り
電
力
が
上
が
る
場
面

が
わ
か
っ
た
。
設
備
の
改
善
を
し

な
が
ら
、
全
体
的
な
消
費
電
力
を

下
げ
て
い
き
た
い
。

○
妙
高
ふ
る
さ
と
暮
ら
し
応
援
事

業
　
　

補
助
金
の
増
加
分
は
東
京
で

行
っ
た
相
談
件
数
か
。

　
　
　
　
　
　
　

東
京
圏
か
ら
妙

高
市
に
移
住
し
た
者
に
対
す
る
補

助
金
で
、
申
請
期
間
は
移
住
し
て

か
ら
３
ヶ
月
以
降
、
１
年
以
内
で

相
談
は
妙
高
市
で
行
っ
て
い
る
。

　
　

事
業
の
補
助
金
を
利
用
す
る

か
た
が
増
え
て
い
る
。
今
後
の
取

り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

妙
高
市
に
来
て

い
た
だ
け
な
け
れ
ば
始
ま
ら
な
い

の
で
、
事
業
の
拡
充
に
つ
い
て
情

報
発
信
も
含
め
て
取
り
組
み
た
い
。

【
厚
生
文
教
委
員
会
】

　
　

指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
を

令
和
５
年
３
月
31
日
に
変
更
し
た

後
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

市
が
直
接
事
業

者
に
委
託
す
る
形
で
、
施
設
の
所

管
で
あ
る
福
祉
介
護
課
が
管
理
を

行
う
。

　
　

条
例
改
正
は
令
和
５
年
４
月

１
日
施
行
に
な
っ
て
い
る
。
社
会

福
祉
協
議
会
は
令
和
４
年
度
中
に

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
か
ら
移
転
さ
れ

る
が
、
指
定
管
理
の
業
務
は
、
令

和
５
年
３
月
31
日
ま
で
続
け
て
い

く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

年
度
途
中
で
指

定
管
理
者
が
変
わ
る
と
予
算
が
変

わ
り
、
事
務
的
に
煩
雑
に
な
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
と
協
議
し
、
３

月
末
ま
で
は
社
会
福
祉
協
議
会
で

指
定
管
理
を
行
う
こ
と
で
了
解
を

得
て
い
る
。

　
　

令
和
３
年
度
の
利
用
者
数
は
、

令
和
元
年
度
の
半
減
以
下
だ
が
コ

ロ
ナ
禍
が
要
因
か
。
令
和
４
年
度

実
績
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

地
元
団
体
の
利

用
が
多
い
施
設
で
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
施
設

の
休
館
や
活
動
の
休
止
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
る
。
今
年
度
の
10
月
末
実

績
は
、
体
育
館
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

合
わ
せ
て
28
件
、
６
８
３
人
で
、

利
用
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
は
な

い
。

　
　

今
後
の
利
用
者
増
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　

関
係
団
体
と
連

携
し
、
合
宿
な
ど
の
利
用
促
進
に

対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　

使
用
料
の
実
態
は
ど
の
よ
う

か
。

　
　
　
　
　
　
　

地
元
や
市
の
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
減
免
と
な
り
、

令
和
３
年
度
の
使
用
料
は
０
円
で

あ
る
。

○
福
祉
施
設
等
物
価
高
騰
対
策
支

援
事
業

　
　

事
業
所
ご
と
の
支
援
金
額
は

ど
の
よ
う
に
算
定
し
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　

市
内
事
業
所
の

４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
光
熱
費
、

燃
料
費
に
つ
い
て
、
前
年
度
か
ら

の
伸
び
率
を
算
定
し
、
前
年
度
の

10
月
か
ら
３
月
ま
で
の
実
績
額
に

伸
び
率
を
乗
じ
て
１
年
間
の
影
響

額
を
算
出
し
た
。
そ
の
う
え
で
、

県
内
他
市
の
基
準
単
価
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
当
市
の
補
助
金
交
付

基
準
が
２
分
の
１
で
あ
り
、
こ
の

基
準
額
を
設
定
し
た
。

　
　

各
事
業
所
に
対
し
支
援
金
額

の
一
覧
を
示
す
か
、
ま
た
い
つ
か

ら
申
請
で
き
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

金
額
を
一
覧
表

で
示
し
、
令
和
５
年
１
月
か
ら
申

請
受
付
を
始
め
た
い
。

　
　

令
和
５
年
３
月
ま
で
燃
料
代

を
見
る
と
の
こ
と
だ
が
、
燃
料
代

が
さ
ら
に
高
騰
し
た
場
合
、
検
討

す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

今
回
は
、
令
和

４
年
度
中
の
影
響
額
を
推
計
し
た

も
の
で
あ
る
。
今
後
は
予
見
し
が

た
い
が
、
国
の
対
応
等
も
注
視
し
、

支
援
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
必
要
な

時
期
に
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
ず

行
っ
て
い
き
た
い
。

○
教
育
委
員
会
事
務
局
管
理
費

　
　

購
入
す
る
遠
隔
学
習
等
の
機

器
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
使
い
方

は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

例
え
ば
妙
高

高
原
中
学
校
で
は
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト

と
の
遠
隔
交
流
学
習
を
始
め
て
い

る
。
ま
た
、
通
常
の
授
業
の
ほ
か
、

休
業
時
や
不
登
校
の
児
童
・
生

徒
の
対
応
で
使
い
た
い
。

○
冷
房
設
備
取
外
し
及
び
移
設
工

事
費

　
　

冷
房
設
備
の
取
外
し
や
移
設

工
事
の
流
れ
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

取
外
し
は
、

４
月
か
ら
一
括
で
行
い
、
一
旦
ス

ト
ッ
ク
し
、
取
り
付
け
る
際
に
業

者
が
、
持
っ
て
行
っ
て
取
り
付
け

る
よ
う
考
え
て
い
る
。

　
　

発
注
方
法
は
ど
の
よ
う
か
。

ま
た
入
札
か
、
随
意
契
約
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

学
校
別
、
地

域
別
か
は
現
在
検
討
中
で
、
入
札

を
考
え
て
い
る
。

付
託
さ
れ
た
議
案
の
ほ
か
、
次
の

案
件
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

詳
細
は
、
厚
生
文
教
委
員
会
動
画

を
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

①
医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援
体
制

の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

②
学
校
の
部
活
動
の
地
域
移
行
と

人
材
の
活
用
に
つ
い
て

③
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
実
態
と
学

校
の
情
報
発
信
、
情
報
共
有
に
つ

い
て

④
こ
ど
も
園
・
保
育
園
の
安
全
対

策
に
つ
い
て

人
口
減
少
問
題
へ
の
挑
戦
は

　
　

人
口
が
減
少
し
て
も
幸
福
に
暮
ら

せ
る
た
め
、
市
長
と
し
て
の
人
口
減
少

問
題
挑
戦
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　

地
域
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
促
進
に

よ
り
、
地
方
分
散
型
社
会
の
潮
流
を
捉

え
た
新
た
な
人
の
流
れ
を
つ
く
る
こ
と
、

そ
し
て
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
の
希
望

を
か
な
え
る
こ
と
が
で
き
る
施
策
の
ほ

か
、
支
え
合
い
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
確
立
す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
住

み
な
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

の
で
き
る
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し

た
施
策
な
ど
を
有
機
的
か
つ
効
果
的
に

展
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

ご
み
収
集
と
新
ご
み
袋
へ
の
市
民
理
解
は

　
　

週
２
回
の
可
燃
ご
み
収
集
に
あ
た

り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
交
付
金
の
対
象
活
動
と

な
る
説
明
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

市
民
が
主
体
的
に
ご
み
減
量
と

資
源
循
環
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
令
和

４
年
初
め
か
ら
地
域
住
民
を
対
象
と
し

た
ご
み
減
量
リ
サ
イ
ク
ル
説
明
会
を
開

催
し
て
い
る
。
地
域
づ
く
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

交
付
金
を
活
用
し
た
ご
み
出
し
支
援
に

つ
い
て
も
説
明
会
や
市
報
な
ど
で
周
知

し
、
高
齢
者
等
の
暮
ら
し
を
地
域
で
支

え
る
共
助
活
動
を
促
進
し
て
い
く
。

　
　

市
役
所
移
動
窓
口
号
で
の
新
ご
み

袋
と
差
額
券
の
販
売
の
予
定
は
あ
る
か
。

　
　
　

現
在
も
市
役
所
移
動
窓
口
号
で
、

指
定
ご
み
袋
と
処
理
手
数
料
差
額
券
を

販
売
し
て
い
る
。

新
図
書
館
等
複
合
施
設
の
進
捗
と
展
望
は

　
　

令
和
５
年
度
の
当
初
予
算
で
新
図

書
館
等
複
合
施
設
の
予
算
計
上
に
つ
い

て
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

市
長　

現
在
、
実
施
設
計
の
内
容
や
最

新
の
物
価
デ
ー
タ
等
を
反
映
し
な
が
ら

工
事
費
の
積
算
を
進
め
て
お
り
、
新
年

度
予
算
に
計
上
す
べ
く
、
様
々
な
情
報

収
集
に
努
め
て
い
る
。

　
　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
を
使
用
し
た

「
老
人
憩
い
の
家
」
か
ら
継
続
し
て
い

る
活
動
拠
点
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

勤
労
者
研
修
セ
ン
タ
ー

あ
る
い
は
新
井
ふ
れ
あ
い
会
館
に
移
し
、

引
き
続
き
高
齢
者
の
利
便
性
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

新
図
書
館
等
複
合
施
設
の

進
捗
と
展
望

天
野 

京
子 

議
員

市
長

市
長

市
長

市
長

防
災
道
の
駅
と
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
関
係
性
は

　
　

安
全
で
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
、
防
災
・
減
災
に
対
す
る
考
え
は

ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、
防
災
道
の
駅
・

長
森
橋
・
石
塚
加
茂
線
・
山
麓
線
の
全

線
４
車
線
化
・
国
道
18
号
の
関
係
性
は

ど
の
よ
う
か
。

　
　
　

防
災
、
減
災
は
重
要
な
課
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
道
の
駅
あ
ら
い

は
広
域
的
な
防
災
拠
点
施
設
で
あ
り
、
災

害
発
生
時
に
は
本
施
設
を
中
心
に
救
援
や

復
旧
、
復
興
活
動
が
展
開
さ
れ
る
も
の
で

あ
る
。
今
後
、
さ
ら
な
る
防
災
機
能
の
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
中
心
市
街
地
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
路
の
改
良
等
事
業
化
に
向
け

て
関
係
機
関
と
の
協
議
を
進
め
る
。

安
全
で
安
心
な
長
森
橋
へ

　
　

長
森
橋
の
改
築
調
査
に
つ
い
て
、

実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
財
源
の
考
え
は

ど
の
よ
う
か
。

　
　
　

令
和
６
年
度
の
国
の
補
助
事
業

採
択
に
向
け
て
整
備
方
法
や
特
定
財
源

に
つ
い
て
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
る
。

妙
高
市
の
医
療
体
制
の
確
保
と
充
実

　　
　

県
立
妙
高
病
院
の
存
続
と
医
師
確

保
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
県
知
事
へ
の
要
望
活

動
や
県
病
院
局
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、

地
域
の
実
情
に
配
慮
し
た
存
続
を
お
願

い
し
て
き
た
。
改
め
て
、
現
状
の
体
制

が
継
続
さ
れ
る
よ
う
県
へ
要
望
し
て
い

く
。
医
師
確
保
に
か
か
る
上
越
３
市
の

協
調
に
つ
い
て
は
、
上
越
保
健
所
を
中

心
に
上
越
３
市
や
各
病
院
が
協
力
し
、

U
・
I
タ
ー
ン
を
希
望
す
る
医
師
向
け

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
作
成
し
て
情
報
発

信
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
引
き
続
き
、

圏
域
全
体
の
医
師
確
保
活
動
に
臨
ん
で

い
く
。

市
政
運
営
へ
の
女
性
参
画
促
進
に
つ
い
て

　
　

女
性
参
画
促
進
の
具
体
的
な
割
合

を
示
し
て
い
く
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　

審
議
会
等
に
お
け
る
女
性
委
員

の
割
合
は
、
平
成
24
年
度
の
22
・
9
％

か
ら
令
和
４
年
度
は
31
・
0
％
と
上
昇

し
て
い
る
。
第
３
次
総
合
計
画
の
目
標

値
で
あ
る
40
％
を
目
指
し
、
女
性
活
躍

の
機
会
拡
大
に
注
力
し
て
い
く
。

問問

問問

市
長

市
長

城
戸
新
市
長
の
妙
高
市
の

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

宮
﨑 

淳
一 

議
員

市
長

市
長

福
祉
介
護
課
長

問問問

問 問
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給
食
費
の
完
全
無
償
化
の
開
始
時

期
や
財
源
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。
ま
た
副
食
の
材
料
を
地
元
生
産

者
に
契
約
栽
培
し
て
も
ら
う
こ
と
は
、

園
芸
促
進
に
も
つ
な
が
る
と
思
わ
れ
る

が
そ
の
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い

て
は
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
主
食
代
を

無
償
化
し
、
地
域
全
体
で
次
代
を
担
う

世
代
の
身
体
の
健
や
か
な
育
成
の
促
進

と
保
護
者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
目

的
に
支
援
し
て
き
た
。
副
食
を
含
め
た

完
全
無
償
化
に
つ
い
て
は
、
財
源
手
当

て
も
含
め
、
実
現
に
向
け
て
検
討
し
て

い
く
。
ま
た
、
地
場
産
野
菜
の
利
用
に

つ
い
て
は
、
一
部
の
野
菜
を
市
内
生
産

者
や
野
菜
納
入
業
者
な
ど
か
ら
納
入
し

て
い
る
が
、
給
食
調
理
に
適
し
た
品
質

や
規
格
、
数
量
の
確
保
、
配
送
が
で
き

な
い
、
価
格
が
高
い
な
ど
の
課
題
が
あ

り
、
安
定
的
に
納
入
し
て
い
た
だ
け
る

生
産
者
の
確
保
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
園
芸
拡
大
の
観
点
か

ら
も
、
給
食
食
材
に
適
し
た
農
産
物
生

産
に
つ
い
て
、
市
内
生
産
者
や
直
売
所

と
協
議
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

妙
高
高
原
駅
の
整
備
に
つ
い
て

　
　

多
額
の
整
備
費
用
と
維
持
管
理
費

等
、
妙
高
市
単
独
で
は
整
備
が
で
き
な

い
妙
高
高
原
駅
の
整
備
事
業
で
あ
る
が
、

今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
北
陸
新
幹
線

延
伸
を
見
据
え
、
重
要
な
整
備
事
業
で

あ
る
と
考
え
る
。
整
備
時
期
や
整
備
内

容
な
ど
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

妙
高
高
原
駅
は
、
今
後
回
復
が

見
込
ま
れ
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
は
じ
め

と
し
た
観
光
の
玄
関
口
と
し
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
安
全
、

安
心
に
利
用
で
き
る
駅
舎
と
な
る
よ
う
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

現
在
、
県
と
連
携
し
、
実
施
主
体
と
な

る
「
え
ち
ご
ト
キ
め
き
鉄
道
」
へ
の
支

援
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
、
関
係
者
と
と
も
に
具

体
的
な
整
備
内
容
や
時
期
、
財
源
等
に

つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
く
予
定
と
な

っ
て
い
る
。

障
が
い
あ
る
子
ど
も
支
援
に
つ
い
て

　
　

医
療
的
ケ
ア
児
に
対
す
る
訪
問
看

護
体
制
構
築
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　

当
市
に
医
療
的
ケ
ア
児
は
３
名

い
る
が
訪
問
看
護
の
利
用
は
な
い
。
支

援
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、
速
や
か

な
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
つ
な
が
る
よ
う
関

係
機
関
と
連
携
し
て
い
く
。

　
　

上
越
地
域
内
に
お
い
て
３
市
合
同

で
レ
ス
パ
イ
ト
施
設
の
開
設
を
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
　

さ
い
が
た
医
療
セ
ン
タ
ー
や
上

地
域
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
で
レ
ス
パ
イ

ト
が
必
要
な
場
合
に
短
期
入
所
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

施
設
へ
の
支
援
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　

施
設
の
開
設
に
つ
い
て
は
令
和

５
年
度
に
策
定
予
定
の
障
が
い
者
福
祉

計
画
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

　
　

０
歳
か
ら
３
歳
の
子
ど
も
へ
の
紙

お
む
つ
や
粉
ミ
ル
ク
等
の
助
成
と
、
未

就
学
児
へ
の
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
券

の
助
成
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

市
で
は
物
価
高
騰
に
よ
り
、

０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
を
養
育

し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
子
ど
も
１
人

当
た
り
１
万
円
を
給
付
し
、
用
途
を
限

定
す
る
こ
と
な
く
利
用
で
き
る
給
付
金

に
よ
る
支
援
を
行
う
。
こ
れ
か
ら
も
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、

必
要
な
子
育
て
支
援
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
き
た
い
。

　
　

12
歳
以
下
の
子
ど
も
へ
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成

は
ど
う
か
。

　
　
　

若
年
層
の
疾
病
の
発
症
防
止
効

果
が
低
い
こ
と
や
、
予
防
接
種
法
に
お

い
て
も
法
定
外
接
種
で
あ
る
こ
と
か
ら

接
種
費
用
の
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

駅
前
周
辺
整
備
と
空
き
家
利
用
に
つ
い
て

　
　

空
き
家
を
利
用
し
、
高
齢
者
や
通

学
通
勤
困
難
者
へ
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
開

設
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
新
井
駅
前

周
辺
の
環
境
整
備
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

新
図
書
館
等
複
合
施
設
の
開
設

時
期
を
見
据
え
る
と
と
も
に
、
空
き
家

の
活
用
や
待
合
機
能
の
向
上
な
ど
の
必

要
性
や
効
果
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

問問問問

問

問

審
議
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

こ
こ
が
聞
き
た
い
！一
般
質
問

常
任
委
員
会
で
議
案
を
じ
っ
く
り
審
査

常
任
委
員
会
に
お
け
る
先
進
地
調
査

教
育
長

市
長

問市
長

市
長

給
食
費
の

完
全
無
償
化
に
つ
い
て

堀
川 

義
徳 

議
員

市
長

市
長

市
長

市
長

問

障
が
い
児
及
び
子
育
て
支
援
、

駅
前
周
辺
整
備
と
空
き
家

太
田 

紀
己
代 

議
員

※レスパイトとは…在宅介護を支える家族に対して介護から離れる時間を提供し、心と体を休めてもらうこと。

※



2023.2.1  発行 （9）  みょうこう市議会だより　No.72

不
登
校
と
い
じ
め
対
策
に
つ
い
て

　
　

不
登
校
の
要
因
は
、
児
童
生
徒
の

休
養
の
必
要
性
を
明
示
し
た
教
育
機
会

確
保
法
が
背
景
に
あ
り
、
い
じ
め
に
つ

い
て
は
、
絶
対
許
さ
れ
な
い
と
い
う
意

識
を
徹
底
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
対
応

や
指
導
に
つ
い
て
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

不
登
校
の
児
童
・
生
徒
へ
の

支
援
に
お
い
て
、
目
指
す
と
こ
ろ
は
将

来
、
児
童
・
生
徒
が
社
会
的
な
自
立
を

果
た
し
、
豊
か
な
人
生
を
送
れ
る
よ
う

に
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、

学
校
、
関
係
機
関
、
そ
し
て
保
護
者
が

し
っ
か
り
と
連
携
し
、
児
童
・
生
徒
の

思
い
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
確
実
か
つ

丁
寧
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
い
じ
め
に
対
す
る
対
応
や
指
導
は
、

ま
ず
は
い
じ
め
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
な

予
防
的
な
教
育
を
繰
り
返
し
実
施
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
個
々
の
人
権
や

命
を
尊
重
し
、
互
い
に
認
め
合
う
人
権

教
育
の
視
点
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
上

で
、
児
童
・
生
徒
の
話
合
い
や
討
議
に

よ
り
自
浄
効
果
を
高
め
、
い
じ
め
を
生

ま
な
い
、
許
さ
な
い
学
校
風
土
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
い
じ
め

の
早
期
発
見
と
児
童
・
生
徒
目
線
に
立

っ
た
丁
寧
な
指
導
や
支
援
も
重
要
で
あ

る
。
日
頃
か
ら
教
員
の
い
じ
め
へ
の
感

性
を
磨
き
、
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
す
る
な

ど
教
職
員
研
修
の
充
実
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
保
護
者
と
の
情
報
交
換
や
連

携
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
手
ぶ
ら
登
園
の
導
入

　
　

サ
ブ
ス
ク
の
導
入
は
生
活
様
式
の

変
化
に
順
応
し
、
子
育
て
応
援
、
働
き

方
改
革
や
感
染
予
防
に
も
配
慮
し
、
保

護
者
や
保
育
士
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が

る
取
り
組
み
と
考
え
る
が
、
導
入
の
考

え
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
手
ぶ
ら

登
園
を
導
入
す
る
と
、
お
む
つ
の
使
用

枚
数
を
気
に
し
な
く
て
よ
い
、
保
護
者

の
お
む
つ
忘
れ
が
な
く
な
る
、
お
む
つ

に
名
前
を
記
載
す
る
手
間
が
省
け
る
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
導
入
に
あ
た

っ
て
は
、
園
の
受
入
れ
体
制
や
保
管
場

所
な
ど
幾
つ
か
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

保
護
者
の
思
い
も
確
認
し
つ
つ
、
調
査

研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

出
前
講
座
を
開
催・議
員
の
定
数
と
報
酬
に
つ
い
て

こ
こ
が
聞
き
た
い
！一
般
質
問

常
任
委
員
会
で
議
案
を
じ
っ
く
り
審
査

常
任
委
員
会
に
お
け
る
先
進
地
調
査

問

問

不
登
校・い
じ
め
対
策
と

サ
ブ
ス
ク
手
ぶ
ら
登
園

植
木 

茂 

議
員

　
　

妙
高
市
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
あ

た
り
、
ど
の
よ
う
に
周
知
徹
底
を
図
る

の
か
。

　
　
　

学
校
や
町
内
会
等
で
の
出
前
講

座
や
普
及
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の
ほ
か
、 

Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
取
組
強
化
期
間
で
の
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
等
に
よ
り
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
令
和
４
年
５
月
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
普

及
啓
発
実
行
委
員
会
を
設
置
し
て
お
り
、

活
動
の
横
展
開
を
図
り
な
が
ら
、
全
市

的
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
浸
透
と
実
践
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

子
ど
も
た
ち
へ
の
投
資
が
最
優
先

　
　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
「
質
の
高
い
教
育
を
み

ん
な
に
」
に
お
い
て
、
未
来
を
支
え
る

子
ど
も
た
ち
へ
の
投
資
が
最
優
先
課
題

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　
　

ほ
ん
も
の
教
育
の
推
進
に
向

け
て
、
子
ど
も
の
主
体
的
、
自
律
的
な

学
び
と
協
働
的
な
学
び
を
進
め
る
た
め
、

新
井
南
小
学
校
を
モ
デ
ル
校
に
妙
高
型

イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育
の
導
入
、
園
・
小
・

中
の
一
貫
し
た
外
国
語
教
育
の
充
実
、

I
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
、
持
続
可
能
な
開

発
の
た
め
の
教
育
の
推
進
な
ど
様
々
な

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

生
分
解
性
マ
ル
チ
の
導
入
支
援

　
　

「
生
分
解
性
マ
ル
チ
」
導
入
の
支

援
制
度
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
　

通
常
の
農
業
用
マ
ル
チ
に
比
べ
、

３
倍
程
度
高
額
で
耐
久
性
、
耐
候
性
に

も
課
題
が
あ
り
、
普
及
が
進
ん
で
い
な

い
が
、
収
穫
後
の
剥
ぎ
取
り
作
業
や
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
が
不
要
な
ど
、
省

力
面
、
環
境
面
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
も
結
び
つ
く

こ
と
か
ら
、
今
後
の
普
及
促
進
に
向
け
、

支
援
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

女
性
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成

　
　

女
性
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
で
女
性
活
躍
の
場
が
広
が
る
。

新
た
な
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
の
取
り
組

み
が
必
要
で
な
い
か
。

　
　
　
　

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
推
進
の
一

環
と
し
て
資
格
取
得
や
就
業
な
ど
へ
の

き
っ
か
け
づ
く
り
を
目
的
に
、
保
育
や

介
護
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
座
を
開
催
し

た
。
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
は
、
就
労

機
会
の
創
出
に
期
待
で
き
、
女
性
に
限

ら
ず
、
市
民
を
対
象
と
し
た
リ
カ
レ
ン

ト
講
座
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。

問問

問問

市
長

市
長

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計
画

の
取
り
組
み

岩
﨑 

芳
昭 

議
員

教
育
長

教
育
長

※サブスクとは…定期的に料金を支払い利用するサービス。サブスクリプションの略。

教
育
長

教
育
長 ※
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ほ
っ
と
ラ
ン
ド
の
再
稼
働
に
つ
い
て

　
　

半
導
体
の
確
保
が
難
し
い
昨
今
、

家
庭
用
給
湯
器
の
修
理
や
購
入
に
長
い

期
間
が
か
か
っ
て
い
る
。
ほ
っ
と
ラ
ン

ド
を
公
衆
浴
場
と
し
て
再
稼
働
す
る
考

え
は
な
い
か
。

　
　
　

再
稼
働
に
は
、
設
備
や
建
物
等

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
必
要
な
こ
と
、
利

用
者
数
の
増
加
が
見
込
め
ず
、
管
理
運

営
費
用
の
負
担
が
生
ず
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。
引

き
続
き
地
域
の
皆
様
と
と
も
に
、
活
用

方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

可
燃
ご
み
の
祝
日
の
収
集
に
つ
い
て

　
　

可
燃
ご
み
は
、
祝
日
と
重
な
っ
て

も
収
集
す
る
べ
き
で
な
い
か
。
ま
た
、

週
２
回
の
収
集
は
、
出
し
忘
れ
る
と
１

週
間
ゴ
ミ
を
抱
え
る
た
め
、
週
３
回
に

見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

燃
え
る
ご
み
は
、
現
在
も
全
て

の
地
域
で
週
２
回
収
集
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
、
祝
日
で
も
収
集
を
行
っ
て
い
る
。

令
和
５
年
４
月
か
ら
収
集
が
週
３
回
か

ら
週
２
回
と
な
る
地
域
が
あ
る
が
、
祝

日
を
含
め
収
集
日
を
設
定
し
て
い
く
。

新
図
書
館
の
設
計
内
容
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
　

新
図
書
館
に
つ
い
て
、
自
席
で
飲

み
物
が
飲
め
る
、
市
内
の
交
通
機
関
の

時
刻
表
が
掲
示
さ
れ
る
、
イ
ン
ス
タ
映

え
す
る
装
飾
等
、
学
生
受
け
す
る
内
容

に
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

近
年
建
設
さ
れ
た
図
書
館
や

複
合
施
設
で
は
、
決
め
ら
れ
た
場
所
で
、

本
を
読
み
な
が
ら
飲
物
を
飲
む
こ
と
が

で
き
る
な
ど
、
柔
軟
な
運
用
を
行
っ
て

い
る
施
設
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
ら
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
具
体
的
な

運
用
を
検
討
し
て
い
く
。
幅
広
い
世
代

の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
居
心
地
の
よ

い
空
間
づ
く
り
に
配
慮
す
る
。

　
　
　
　
　
　

電
車
の
時
刻
案
内
な
ど

を
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
で
行
う
こ
と

に
よ
り
、
利
用
者
の
利
便
性
が
上
が
り
、

効
率
化
も
図
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

採
用
に
つ
い
て
は
検
討
の
一
つ
と
し
て

捉
え
て
い
る
。
デ
ザ
イ
ン
性
に
つ
い
て

は
、
設
計
者
か
ら
若
い
方
々
に
も
受
け

入
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
、

家
具
等
も
考
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

六
十
朝
市
の
再
構
築
と
中
心
市
街
地
の

活
性
化

　
　

各
課
で
取
り
組
む
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
事
業

の
ア
ン
テ
ナ
ブ
ー
ス
、
日
常
に
定
着
で

き
る
ま
ち
の
使
い
方
を
提
案
す
る
な
ど
、

新
図
書
館
の
整
備
と
並
行
し
『
６
１
０

マ
ル
シ
ェ
』
に
再
構
築
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　

新
図
書
館
等
複
合
施
設
の
整
備

に
合
わ
せ
、
朝
市
出
店
者
や
周
辺
の
商

工
団
体
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
等

と
朝
市
の
魅
力
向
上
に
つ
な
が
る
ア
イ

デ
ア
や
、
ご
提
案
の
マ
ル
シ
ェ
の
開
催

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

城
戸
新
市
長
へ
期
待

　
　

回
覧
文
書
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
を
促

し
、
地
域
の
情
報
共
有
の
高
度
化
を
推

進
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　

市
発
行
の
回
覧
文
書
を
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
市
公
式
ラ
イ
ン

か
ら
閲
覧
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

る
。
ラ
イ
ン
に
よ
る
情
報
共
有
は
、
町

内
会
活
動
な
ど
で
利
用
し
て
い
る
団
体

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
方
法
と
し

て
市
報
な
ど
で
紹
介
し
て
い
く
。

　
　

市
民
と
行
政
、
市
民
同
士
の
対
話

の
機
会
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
求
め
ら
れ
る
と
思
う

が
ど
う
か
。

　
　
　

こ
の
た
び
の
選
挙
活
動
を
通
じ

て
、
市
民
か
ら
多
く
の
意
見
を
頂
戴
し
、

今
ま
で
以
上
に
職
員
が
地
域
に
出
向
き
、

分
か
り
や
す
い
説
明
や
一
歩
進
ん
だ
協

議
が
必
要
だ
と
実
感
し
た
。
就
任
直
後

か
ら
職
員
に
対
し
、
も
っ
と
積
極
的
に

地
域
に
出
て
、
市
民
と
膝
を
突
き
合
わ

せ
、
市
政
の
課
題
を
一
緒
に
考
え
、
市

民
か
ら
理
解
や
納
得
し
て
い
た
だ
い
て
、

業
務
を
進
め
る
よ
う
指
示
し
た
。
市
が

抱
え
る
課
題
は
、
行
政
だ
け
で
解
決
で

き
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
の

主
役
で
あ
る
市
民
か
ら
の
参
加
が
不
可

欠
で
あ
る
。
関
心
の
な
い
と
こ
ろ
に
は

市
民
は
参
画
し
て
く
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

関
心
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
の
仕
掛
け
、

仕
方
が
私
自
身
は
こ
れ
か
ら
一
番
必
要

だ
と
思
っ
て
い
る
。
行
政
で
は
な
く
、

民
間
が
長
け
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ

れ
を
活
用
す
る
こ
と
も
一
つ
の
手
法
だ

と
思
っ
て
い
る
。
と
に
か
く
関
心
を
持

っ
て
い
た
だ
く
仕
掛
け
を
し
な
が
ら
、

多
く
の
方
か
ら
市
政
に
参
画
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問問

問

問問 市
長

市
長

問

審
議
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

こ
こ
が
聞
き
た
い
！一
般
質
問

常
任
委
員
会
で
議
案
を
じ
っ
く
り
審
査

常
任
委
員
会
に
お
け
る
先
進
地
調
査

市
長

市
長

市
長

「
や
ろ
う
よ
！
妙
高
」

実
現
に
向
け
て

村
越 

洋
一 

議
員

身
近
な
住
環
境
の

整
備
に
つ
い
て

渡
部 

道
宏 

議
員

教
育
長

生
涯
学
習
課
長
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出
前
講
座
を
開
催・議
員
の
定
数
と
報
酬
に
つ
い
て

こ
こ
が
聞
き
た
い
！一
般
質
問

常
任
委
員
会
で
議
案
を
じ
っ
く
り
審
査

常
任
委
員
会
に
お
け
る
先
進
地
調
査

　
　

選
挙
年
齢
が
18
歳
以
上
に
引
き
下

げ
ら
れ
、
若
者
の
選
挙
へ
の
関
心
を
高

め
て
も
ら
う
思
い
か
ら
、
妙
高
市
議
会

と
し
て
「
出
前
講
座
」
を
初
開
催
し
た
。

市
外
か
ら
通
う
生
徒
か
ら
「
駅
前
で
待

ち
時
間
に
勉
強
が
で
き
る
場
所
を
作
っ

て
ほ
し
い
。
」
と
話
が
あ
っ
た
。
妙
高

市
議
会
と
し
て
希
望
を
実
現
さ
せ
た
い

が
い
か
が
か
。

　
　
　

今
後
、
整
備
を
予
定
し
て
い
る

新
図
書
館
等
複
合
施
設
に
お
い
て
、
交

流
や
学
習
な
ど
が
で
き
る
機
能
を
併
設

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
駅
周
辺
に
お

け
る
待
合
機
能
の
向
上
な
ど
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ら
整
備
の
必
要
性
や
効
果
な

ど
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

妙
高
の
い
い
と
こ
ろ
発
見
の
市
民
の

「
旅
」
の
開
催

　
　

妙
高
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
た

い
思
い
か
ら
、
妙
高
の
い
い
と
こ
ろ
発

見
の
市
民
の
「
旅
」
の
開
催
を
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
　

観
光
産
業
の
発
展
や
市
民
が
地

域
資
源
を
見
つ
め
直
す
点
な
ど
か
ら
も
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
大
変
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一
昨
年
、
地
域
や
ガ
イ
ド
組
織
等
が
主

体
と
な
っ
た
「
妙
高
歴
史
文
化
お
も
て

な
し
た
い
」
が
設
立
さ
れ
、
地
域
資
源

の
再
認
識
と
連
携
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
こ
う
し
た
市
民
主
体
の
活
動
を

生
か
し
た
観
光
商
品
の
造
成
に
つ
い
て
、

一
般
社
団
法
人
妙
高
ツ
ー
リ
ズ
ム
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
誘
客
事
業
と
の
連
携
に
つ

い
て
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

障
が
い
の
あ
る
か
た
の
窓
口
の
設
置
に

つ
い
て

　
　

障
が
い
の
あ
る
か
た
が
聞
き
た
い

こ
と
や
手
続
き
な
ど
、
迷
わ
ず
相
談
で

き
る
窓
口
が
必
要
と
考
え
る
が
い
か
が
。

か
。　

現
在
、
福
祉
介
護
課
に
障
が
い

福
祉
係
を
設
置
し
て
い
る
が
、
児
童
・

生
徒
に
関
係
す
る
相
談
や
一
部
の
手
続

は
、
こ
ど
も
教
育
課
で
対
応
す
る
も
の

も
あ
る
。
今
後
設
置
を
検
討
し
て
い
る

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い
て
、

全
て
の
妊
産
婦
、
子
育
て
世
帯
、
子
ど

も
の
一
体
的
な
相
談
支
援
と
支
援
を
つ

な
ぐ
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
強
化
す

る
中
で
、
障
が
い
が
あ
る
方
々
の
不
安

を
解
消
し
て
い
き
た
い
。

問市
長

市
長

問

問

市
長

駅
前
に
高
校
生
が
待
ち
時
間

勉
強
で
き
る
場
所
を

横
尾 

祐
子 

議
員

四
季
の
観
光
客
に
向
け
情
報
発
信
戦
略

　
　

四
季
を
通
じ
た
国
内
誘
客
と
外
国

人
観
光
誘
客
の
推
進
と
戦
略
は
ど
の
よ

う
か
。
ま
た
、
観
光
地
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

情
報
を
直
接
入
手
す
る
機
会
が
増
え
て

お
り
、
観
光
客
に
効
果
あ
る
情
報
発
信

の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　

ウ
イ
ン
タ
ー
シ
ー
ズ
ン
、
グ
リ

ー
ン
シ
ー
ズ
ン
に
お
け
る
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
ー
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

一
般
社
団
法
人
妙
高
ツ
ー
リ
ズ
ム
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
と
連
携
し
、
妙
高
が
有
す
る

多
様
な
地
域
資
源
を
活
用
し
た
着
地
型

旅
行
商
品
の
造
成
と
販
売
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
さ
ら
な
る
磨
き
上
げ
を
進
め
、

国
内
外
に
向
け
た
積
極
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
や
周
辺
自
治
体
と
連
携
し
た
広

域
観
光
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
市
の
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
、
一
般
社
団
法
人

妙
高
ツ
ー
リ
ズ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
も

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
等
タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報

発
信
に
努
め
て
い
る
。
来
訪
が
多
い
英

語
圏
、
中
国
圏
に
向
け
、
外
国
語
版
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
管
理
運
営
の
継
続
と
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
海
外
へ
の
情
報
発
信

な
ど
、
水
際
対
策
の
大
幅
な
緩
和
で
期

待
が
高
ま
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
復
活
と

誘
客
拡
大
に
向
け
、
継
続
的
な
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
く
。

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
観
光
と
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
復
活

　
　

マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
地
元

の
魅
力
を
再
発
見
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

家
族
や
友
人
と
の
宿
泊
で
経
済
効
果
も

期
待
で
き
る
が
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
復
活
で
、

渡
航
制
限
解
除
後
の
受
け
入
れ
に
向
け

た
体
制
整
備
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　

妙
高
の
資
源
と
魅
力
を
活
用
し
、

地
域
内
消
費
の
拡
大
を
目
指
し
た
着
地

型
旅
行
商
品
を
造
成
し
た
。
W
i
t
h

コ
ロ
ナ
で
、
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

需
要
が
考
え
ら
れ
、
地
域
資
源
を
活
用

し
、
事
業
者
が
主
体
の
取
り
組
み
や
商

品
の
磨
き
上
げ
を
支
援
し
て
い
き
た
い
。

観
光
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
よ
る
訪
日
外
国
人

の
回
遊
性
と
消
費
額
向
上
に
向
け
た
実

証
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
デ
ー
タ
を

蓄
積
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築

し
、
今
後
の
地
域
消
費
額
の
向
上
に
向

け
た
戦
略
づ
く
り
に
役
立
て
る
。

問

問

市
長

市
長

観
光
地
域
づ
く
り

阿
部 

幸
夫 

議
員

※観光ＤＸとは…業務のデジタル化により効率化を図るだけではなく、デジタル化によって収集されるデータの分析・利活用に
　より、ビジネス戦略の再検討や、新たなビジネスモデルの創出といった変革を行うもの。

※
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審
議
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

こ
こ
が
聞
き
た
い
！一
般
質
問

常
任
委
員
会
で
議
案
を
じ
っ
く
り
審
査

常
任
委
員
会
に
お
け
る
先
進
地
調
査

　
　

虐
待
の
６
割
が
幼
保
未
就
園
と
言

わ
れ
る
中
で
、
核
家
族
が
進
み
、
地
域

と
の
つ
な
が
り
も
薄
れ
、
行
政
と
も
か

か
わ
り
が
少
な
い
状
況
に
あ
り
、
と
か

く
未
就
園
児
の
い
る
家
庭
は
い
ろ
い
ろ

な
課
題
を
抱
え
て
い
る
。
そ
れ
で
も
０

歳
か
ら
３
歳
ま
で
は
定
期
健
診
等
が
あ

る
が
、
そ
れ
以
降
６
歳
ま
で
の
間
に

「
エ
ア
ポ
ケ
ッ
ト
」
が
生
じ
る
。
こ
の

「
空
白
の
期
間
」
の
中
で
の
育
児
放
棄

や
虐
待
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
子
ど

も
を
育
て
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
の
関
係

で
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　

現
在
市
内
に
は
、
３
歳
以
上
の

未
就
園
児
は
お
ら
ず
、
６
歳
ま
で
の
子

ど
も
に
つ
い
て
は
、
市
や
こ
ど
も
園
、

保
育
園
に
て
定
期
的
に
健
康
診
査
が
行

わ
れ
て
お
り
、
全
て
の
子
ど
も
一
人
一

人
の
発
達
や
心
身
の
健
康
状
態
、
疾
病

の
把
握
や
保
健
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
育
児
放
棄
や
虐
待
予
防
の
視
点

も
取
り
入
れ
、
子
育
て
相
談
な
ど
を
実

施
し
、
必
要
な
か
た
に
は
継
続
的
な
訪

問
や
電
話
相
談
な
ど
、
き
め
細
か
い
対

応
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
全
て
の
子

ど
も
た
ち
の
健
康
状
態
を
把
握
し
、
健

や
か
に
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
整
備
に

努
め
て
い
く
。

消
費
税
・
イ
ン
ボ
イ
ス
問
題

　
　

昨
年
よ
り
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
廃

止
・
中
止
や
延
期
を
求
め
る
意
見
書
が

全
国
の
地
方
議
会
で
採
択
さ
れ
て
い
る
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
契
約
方

法
の
見
直
し
で
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
と
し
て
の
納
税
義
務
の
発
生
が
な
く

な
り
、
発
注
者
に
移
行
す
る
と
の
事
だ

が
、
問
題
は
こ
こ
だ
け
の
も
の
で
は
な

い
。
個
人
や
零
細
企
業
の
免
税
業
者
等

の
消
費
税
負
担
増
を
押
し
付
け
る
こ
の

制
度
に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
に
あ
た

り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
国
が
会
員
の
契
約
形
態
を
見
直

す
方
向
で
調
整
し
て
お
り
、
運
営
面
で

は
大
き
な
影
響
を
受
け
な
い
見
込
み
と

な
る
。
ま
た
、
小
規
模
な
事
業
者
に
つ

い
て
は
、
新
た
な
税
負
担
に
負
担
軽
減

措
置
を
設
け
る
検
討
を
行
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
り
、
今
後
の
国
の
動
向
を

注
視
し
て
い
き
た
い
。

問市
長

市
長

　
　

水
原
、
泉
、
平
丸
、
長
沢
の
４
地

区
に
お
い
て
、
初
め
て
移
動
期
日
前
投

票
所
を
開
設
し
た
が
、
効
果
と
課
題
、

今
後
の
見
通
し
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　
　
　

期
日
前
の
投
票
率
が
向

上
し
、
利
用
者
か
ら
投
票
し
や
す
か
っ

た
と
の
声
を
い
た
だ
い
た
。
一
方
、
投

票
管
理
者
な
ど
の
人
員
確
保
と
、
悪
天

候
へ
の
対
策
が
必
要
で
あ
り
、
開
設
場

所
や
時
間
、
体
制
な
ど
協
議
し
て
い
る
。

　
　

公
平
性
や
投
票
結
果
を
い
ち
早
く

知
ら
せ
る
た
め
、
投
票
終
了
時
間
を
午

後
７
時
に
統
一
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　

期
日
前
投
票
制
度
が
浸

透
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
閉
鎖
時

間
の
繰
上
げ
な
ど
検
討
し
た
い
。

新
図
書
館
機
能
の
活
用
に
つ
い
て

　
　

施
設
を
楽
し
く
利
用
す
る
た
め
、

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
が
不
十
分
に

な
ら
ぬ
よ
う
職
員
体
制
を
整
え
て
お
く

必
要
が
あ
る
が
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　
　

新
図
書
館
で
は
、 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
と
業

務
の
効
率
化
を
図
る
一
方
で
、
司
書
は

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
や
企
画
展
示

な
ど
、
専
門
知
識
を
生
か
し
た
サ
ー
ビ

ス
提
供
が
可
能
に
な
る
。
求
め
ら
れ
る

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
と
併
せ
、
コ
ス
ト
も

踏
ま
え
、
検
討
し
て
い
く
。

　
　

館
内
を
活
用
し
、
定
期
的
に
各
団

体
と
「
市
長
と
ト
ー
ク
」
を
開
催
し
て

は
ど
う
か
。

　
　
　

あ
ら
ゆ
る
世
代
、
団
体
か
ら
意

見
を
聞
き
、
気
軽
に
意
見
交
換
で
き
る

場
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
市
政

に
生
か
す
政
策
形
成
の
場
に
も
な
る
こ

と
か
ら
、
市
職
員
も
交
え
た
妙
高
ト
ー

ク
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

夏
休
み
の
児
童
ク
ラ
ブ
を
よ
り
豊
か
に

　
　

夏
休
み
体
験
教
室
を
企
画
し
た
が

効
果
と
課
題
は
ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、

市
内
全
域
へ
発
展
、
地
域
活
動
人
材
制

度
の
活
用
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

参
加
児
童
全
て
が
満
足
し
た

と
回
答
し
た
が
、
一
部
会
場
が
遠
い
こ

と
や
送
迎
の
可
否
へ
の
意
見
も
あ
っ
た
。

全
域
発
展
は
、
感
染
対
策
に
配
慮
し
た

上
で
再
開
し
、
支
援
の
あ
り
方
な
ど
も

協
議
し
た
い
。
地
域
活
動
人
材
制
度
の

活
用
は
、
着
つ
け
体
験
や
ダ
ン
ス
活
動

な
ど
を
実
施
し
、
そ
の
ほ
か
、
ク
ラ
フ

ト
教
室
、
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
を
し
て
い
る
。

問

問問

問問

４
歳
〜
６
歳
ま
で
の

定
期
健
診
の
実
施
を

丸
山 

政
男 

議
員

市
長

期
日
前
投
票
と

投
票
終
了
時
間
に
つ
い
て

八
木 

清
美 

議
員

選
管
書
記
長

選
管
書
記
長

教
育
長

教
育
長

※レファレンスサービスとは…知りたい資料や情報を、図書・雑誌・新聞・電子情報などから探すための案内をし、資料提供や
　情報提示により調べものの手伝いをするサービス。

※

問
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出
前
講
座
を
開
催・議
員
の
定
数
と
報
酬
に
つ
い
て

こ
こ
が
聞
き
た
い
！一
般
質
問

常
任
委
員
会
で
議
案
を
じ
っ
く
り
審
査

常
任
委
員
会
に
お
け
る
先
進
地
調
査

リ
ゾ
ー
ト
開
発・

売
却
地
の
流
れ
に
つ
い
て

霜
鳥 

榮
之 

議
員

　
　

笹
ヶ
峰
高
原
の
環
境
保
全
と
し
て
、

以
前
か
ら
一
般
車
両
の
乗
り
入
れ
規
制

の
提
案
を
し
て
き
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ

ル
事
業
で
、
笹
ヶ
峰
高
原
に
お
け
る
新

た
な
エ
コ
モ
ビ
リ
テ
ィ
導
入
が
事
業
化

さ
れ
、
妙
高
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
実
行
計

画
案
で
も
50
％
削
減
の
計
画
で
あ
る
。

対
策
が
急
が
れ
る
が
い
か
が
か
。

　
　
　

笹
ヶ
峰
高
原
ま
で
の
一
般
車
両

の
乗
り
入
れ
制
限
は
、
上
越
地
域
振
興

局
と
妙
高
警
察
署
と
協
議
を
行
っ
て
き

た
。
現
状
は
道
路
法
に
基
づ
い
た
通
行

規
制
は
難
し
い
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て

い
る
が
、
引
き
続
き
実
現
に
向
け
て
、

県
や
関
係
機
関
と
の
協
議
を
継
続
し
て

い
き
た
い
。

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
の
誘
致
を

　
　

平
成
30
年
６
月
公
布
の
「
地
域
に

お
け
る
大
学
の
振
興
及
び
若
者
の
雇
用

機
会
の
創
出
に
よ
る
若
者
の
修
学
及
び

就
業
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ

き
、
若
者
の
東
京
一
極
化
集
中
を
是
正

し
よ
う
と
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
の

設
置
を
推
奨
し
て
お
り
、
市
の
高
等
教

育
機
関
と
し
て
誘
致
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

誘
致
は
、
進
学
や
高
等
教
育
機

会
の
場
と
し
て
、
ま
た
人
材
育
成
や
地

域
産
業
の
創
出
を
は
じ
め
、
若
年
層
を

中
心
と
し
た
定
住
人
口
の
増
加
な
ど
を

通
じ
、
地
域
全
体
の
活
性
化
に
大
き
く

寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

首
都
圏
な
ど
に
お
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
の
定
着
や
少
子
化
な
ど
の
影
響

か
ら
、
逆
に
都
心
回
帰
し
て
い
る
状
況

も
見
受
け
ら
れ
、
地
方
移
転
に
は
課
題

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

地
域
通
訳
案
内
士
の
必
要
性

　
　

国
際
観
光
都
市
を
目
指
し
て
い
る

妙
高
市
と
し
て
、
ツ
ア
ー
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
イ
ト
が
で
き
、
市
の
歴
史
・
文
化
等

の
知
識
を
持
ち
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応

や
日
本
人
旅
行
者
に
も
市
の
魅
力
を
ガ

イ
ド
で
き
る
「
地
域
通
訳
案
内
士
」
の

制
度
設
置
と
育
成
が
必
要
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

　
　
　

全
国
通
訳
案
内
士
が
在
籍
す
る

一
般
社
団
法
人
妙
高
ツ
ー
リ
ズ
ム
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
と
連
携
す
る
中
で
、
海
外
か

ら
の
関
連
移
住
者
な
ど
も
対
象
に
、
地

域
通
訳
案
内
士
の
養
成
窓
口
や
継
続
的

な
養
成
に
結
び
つ
け
る
必
要
な
支
援
策

等
を
含
め
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問問

問

市
長

市
長

市
長

笹
ヶ
峰
高
原
に
新
た
な

エ
コ
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
導
入
を

髙
田 

保
則 

議
員

土
地
の
寄
付
か
ら
売
却
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て

　
　

土
地
は
約
43
万
㎡
あ
り
東
京
ド
ー

ム
の
約
10
倍
、
令
和
３
年
頃
に
寄
附
さ

れ
、
市
内
企
業
等
か
ら
の
取
得
要
請
に

応
え
売
却
に
至
っ
た
経
緯
と
今
後
の
対

応
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　

売
却
の
経
緯
は
、
寄
附
を
受
け

た
土
地
に
つ
い
て
、
市
内
企
業
等
か
ら

土
地
取
得
の
打
診
が
あ
り
、
民
間
事
業

者
の
開
発
計
画
が
市
に
有
益
で
あ
る
と

確
認
し
た
上
で
、
売
却
し
た
。
入
札
に

あ
た
り
予
め
、
事
業
計
画
を
提
出
い
た

だ
き
、
審
査
会
で
審
査
し
、
選
定
し
た

２
者
か
ら
の
入
札
に
よ
り
、
妙
高
開
発

特
定
目
的
会
社
に
決
定
し
た
。
行
政
は
、

地
域
の
意
見
な
ど
を
事
業
者
に
伝
え
、

許
認
可
で
調
整
等
が
必
要
な
部
分
を
市

が
担
う
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

国
道
2
9
2
号
改
良
後
の
問
題
・
課
題
に
つ
い
て

　
　

猿
橋
交
差
点
の
案
内
標
識
や
一
時

停
止
標
識
の
設
置
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　

猿
橋
地
内
の
国
道
と
県
道
及
び

市
道
の
交
差
点
は
、
公
安
委
員
会
か
ら

横
断
需
要
が
少
な
く
押
し
ボ
タ
ン
式
信

号
機
の
設
置
は
難
し
い
と
さ
れ
て
お
り
、

一
時
停
止
の
標
識
は
来
年
度
の
設
置
と

聞
い
て
い
る
。
長
野
方
面
へ
の
案
内
標

識
は
、
県
に
設
置
を
要
望
し
た
い
。

災
害
救
助
法
と
県
条
例
の
弊
害
対
策
に
つ
い
て

　
　

昨
年
度
の
異
常
豪
雪
に
よ
る
救
助

法
の
実
施
は
、
国
・
県
・
地
元
に
判
断

の
相
違
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
取
扱
要

領
が
見
直
さ
れ
た
結
果
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　

救
助
の
必
要
性
や
救
助
内
容
の

妥
当
性
が
確
認
で
き
れ
ば
、
救
助
対
象

と
な
る
と
明
示
さ
れ
、
災
害
救
助
の
課

題
は
、
一
定
の
改
善
が
図
ら
れ
た
。

介
護
保
険
制
度
改
訂
へ
の
内
容
対
応
は

　
　

厚
労
省
の
介
護
保
険
制
度
改
定
は
、

利
用
料
の
値
上
げ
、
要
介
護
１
、
２
の

保
険
給
付
外
し
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
有
料

化
、
保
険
料
支
払
い
年
齢
の
引
き
下
げ
、

福
祉
用
具
貸
与
制
度
の
購
入
へ
の
転
換

等
が
あ
る
。
市
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
　

給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら

あ
る
程
度
の
負
担
は
避
け
ら
れ
な
い
も

の
と
考
え
る
が
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が

必
要
な
と
き
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
十

分
配
慮
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

問市
長

市
長

問問

問

市
長

市
長
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審
議
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

こ
こ
が
聞
き
た
い
！一
般
質
問

常
任
委
員
会
で
議
案
を
じ
っ
く
り
審
査

常
任
委
員
会
に
お
け
る
先
進
地
調
査

議案番号
発議第６号 妙高市議会議員定数条例の一部を改正する条例議定について

議　案　名【12月定例会】

賛否がわかれた議案

霜
鳥
　
榮
之

植
木
　
　
茂

髙
田
　
保
則

関
根
　
正
明

横
尾
　
祐
子

八
木
　
清
美

堀
川
　
義
徳

岩
﨑
　
芳
昭

阿
部
　
幸
夫

小
嶋
　
正
彰

村
越
　
洋
一

丸
山
　
政
男

太
田
紀
己
代

天
野
　
京
子

渡
部
　
道
宏

宮
﨑
　
淳
一

●○○○○○○○○○○●○○○○

○は賛成
●は反対
※議長は採決
に加わりません

本会議での審議の様子
（動画のQRコード）

原案可決

結　果

下記議案が全員賛成承認・可決されました。
【令和４年12月定例会】

【審議された議案と審議結果】

妙高市情報通信技術を活用した行政の推進等に関する条例議定について
妙高市個人情報の保護に関する法律施行条例議定について
妙高市情報公開条例の一部を改正する条例議定について
妙高市職員の退職手当に関する条例等の一部を改正する条例議定について
妙高市人と地球が笑顔になるＳＤＧｓ推進条例議定について
妙高市いきいきプラザ条例の一部を改正する条例議定について
妙高市霊園条例の一部を改正する条例議定について

妙高市過疎地域持続的発展計画の変更について
指定管理者の指定期間の変更について（妙高市いきいきプラザ）
指定管理者の指定について（矢代コミュニティスポーツセンター）
一般会計補正予算（第10号）
一般会計補正予算（第11号）
国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
介護保険特別会計補正予算（第２号）
水道事業会計補正予算（第１号）
公共下水道事業会計補正予算（第１号）
簡易水道事業会計補正予算（第２号）
水道事業会計補正予算（第２号）
公共下水道事業会計補正予算（第２号）
簡易水道事業会計補正予算（第３号）
妙高市監査委員の選任同意
人権擁護委員候補者推薦に対する意見について
免税軽油制度の継続を求める意見書

人事案件

その他
指定管理

意見書

令和４年度
補正予算

条例関係

第75号

第76号
第77号
第78号
第79号
第80号
第81号
第82号

第83号

第84号
第85号
第86号
第87号
第88号
第89号
第90号
第91号
第92号
第93号
第94号
第95号
第96号
第97号
第98号
第２号
第７号

妙高市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例等の一部を改正
する条例議定について

妙高市企業職員の給与の種類及び基準を定める条例の一部を改正する条例
議定について
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出
前
講
座
を
開
催・議
員
の
定
数
と
報
酬
に
つ
い
て

こ
こ
が
聞
き
た
い
！一
般
質
問

常
任
委
員
会
で
議
案
を
じ
っ
く
り
審
査

常
任
委
員
会
に
お
け
る
先
進
地
調
査

新井高校の生徒に『出前講座』を開催

妙高市議会議員の定数を改正・議員報酬の見直しを提起
　令和３年９月定例会から設置された特別委員会で延べ11回の熟考と検討を重ね、この12月定例会にお
いて、令和５年７月の選挙に合わせ、市議会議員定数を18名から16名に改めることを提案し、採決の結
果、可決されました。
　議員報酬については、議員一人当たりの仕事量は大幅に増加している傾向にありながら据え置きのま
ま推移しており、これから議員を志す若い人や、なり手不足の解消を考慮すると議員報酬の増額が必要
との調査結果となり、市長に検討するよう要望書を提出しました。

【議員定数】
　18名➡16名へ（２名削減）
【議員報酬】
　報酬の増額が必要である（要望）

　令和４年11月７日に新井高校３年生の選択科目
（政治・経済）において、「市議会・市議会議員と
は」をテーマに出前講座を開催しました。
　成人年齢が18歳になったことから、高校生からも
市議会や政治に関心を持ってもらいたいことと、市
政に対する質問や意見を交換し合う機会を通じて、
議会としても若い方々に対する理解を深めることに
より、議会の活性化と新たな人材の育成につなげる
ことが目的です。
　講座では、広報広聴委員会６名が中心となり、授
業１限分（55分間）の短い時間ではありましたが、
議会と市議会議員についての動画を視聴してもらい、
議員からの熱い想いを訴え、生徒との意見交換を行
いました。
　生徒の感想としては、「議員と直接話すことがで
き、とても良い体験だった。」「選挙に参加しよう
と思った。」など好評をいただいた半面、「もっと
意見交換の時間を増やしてほしい。」など、見直し
が必要なところもありました。また、そのほかにも
新図書館複合施設に関することや、新井駅周辺にお
ける高校生が過ごせる環境整備についての質問など、
議員としても若い人の貴重な声を聞くことができる
有意義な時間となりました。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
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ス
が
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威
を
ふ
る
っ
て
３
年
が
経

ち
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
か
ら
１
年
が
経
過

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
混

沌
と
し
た
世
界
情
勢
の
中
で

私
達
は
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
は
兎
年
で
す
。
大
き
く

飛
躍
し
、
生
活
が
大
き
く
向

上
す
る
年
に
な
っ
て
欲
し
い

と
願
う
ば
か
り
で
す
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さ
て
、
12
月
議
会
で
は
、

本
年
７
月
に
行
わ
れ
る
妙
高

市
議
会
議
員
選
挙
か
ら
定
数

16
名
と
す
る
条
例
議
定
に
つ

い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
今

以
上
に
議
員
一
人
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と
り
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市
民
の
皆
様
の
負
託
に
答
え

ら
れ
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
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昨
年
末
に
は
開
か
れ
た
議

会
活
動
の
一
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と
し
て
新
井

高
校
で
の
出
前
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座
や
新
井

中
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校
の
生
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に
よ
る
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催
し
ま
し
た
。

お
読
み
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
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新井中学校の生徒による『こども議会』を開催
　令和４年11月22日に新井中学校の生徒
による「こども議会」が開催されました。
　市議会では、将来を担う子どもたちに、
自らが住む妙高市の市政に関心を持って
もらい、自分の夢や希望を織り交ぜなが
ら市政に対する要望や意見を議場におい
て発表する機会を提供することを企画し、
新井中学校の皆さんの協力を得て、こど
も議会が実現しました。
　当日は、新井中学校の生徒（２、３年生）28人が、議長役や議員役として６グループに分かれて、市
政に関する資料収集、質問などを準備し、執行部（市長や教育長、課長）役の議員に対して、一般質問
形式で質問や提案を行いました。本会議場で、通常の議会の流れを踏襲して行われ、生徒も議員も緊張
感に包まれた雰囲気の中、真剣なやり取りが交わされました。


